


22011年12月広報2011年12月 広報3

お
み
や
菓
子
No.1
決
定
！

三
豊
の
お
み
や
菓
子
（
お
土
産
菓
子
）
っ
て
何
が
あ

る
の
？
と
い
う
声
に
お
応
え
し
た
い
と
の
思
い
か
ら

始
ま
っ
た
こ
の
企
画
。
三
豊
産
の
素
材
を
使
用
し
た

「
メ
イ
ド
・
イ
ン
・
み
と
よ
」
な
お
菓
子
が
集
結
し
ま

し
た
。
会
場
で
は
人
気
投
票
が
行
わ
れ
「
米
ポ
ン
せ
ん

べ
い
」
が
、
お
み
や
菓
子
No.1
に
決
定
し
ま
し
た
。

▲ゆめタウン三豊で行われた「みとよマルシェ」の会場は、お菓子を買い求める多くの
　人でにぎわいました

三
豊
市
の
お
みみ
や
菓
や

子
を
知
っ
て
も
ら

い
た
い
と
、
商
工
会
女
性
部
や
三
豊
市

観
光
協
会
が
中
心
と
な
っ
て
、
三
豊
の
お

土
産
菓
子
を
展
示
販
売
す
る
「
み
と
よ
マ

ル
シ
ェ
de
お
み
や
菓
子
」
が
10
月
30
日
に
、

ゆ
め
タ
ウ
ン
三
豊
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

三
豊
産
の
原
材
料
を
使
用
し
て
い
る
も

の
、
商
品
が
三
豊
市
豊

を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る

も
の
な
ど
、
何
か
一
つ
三
豊
市
ら
し
さ
を

備
え
て
い
て
、
市
内
で
製
造
販
売
し
て
い
て

る
日
持
ち
の
す
る
お
土
産
菓
子
を
募
集
し

た
と
こ
ろ
、
18
店
舗
店

か
ら
26
商
品
の
出
展

が
あ
り
ま
し
た
。

各
ブ
ー
ス
に
は
長
く
親
し
ま
れ
て
き
た

お
な
じ
み
の
お
菓
子子
や
、、
今
回
の
た
め
に

作
っ
た
新
作
お
菓
子
な
ど
、
市
内
の
お
菓

子
屋
さ
んん
が
心
を
込
め
て
作
っ
た
お
い
し

い
お
菓
子
が
ず
ら
り
ら

と
並
び
ま
し
た
。

会
場
で
は
試
食
販
売
が
行
わ
れ
、
三
豊

みとよマルシェのロゴマーク

▲自慢のお菓子をどうぞ▲おいしそうなお菓子が並びます

三豊のおみや菓子がいろいろ 18店舗26商品がエントリー
ぜんぶおいしい♥ 1 位なんて決められない

▲人気投票で入賞されたお店の皆さん ▲お気に入りに 1票

今
回
、
初
め
て
「
み
と
よ
マ
ル
シ
ェ
（
市
場
）」
を
開
催
し
ま

し
た
が
、
大
変
好
評
で
し
た
。
三
豊
に
は
、
ス
テ
キ
な
お
土
産
菓

子
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
12
月
に
は

商
品
を
紹
介
し
た
マ
ッ
プ
も
刊
行
予
定
。
こ
ち
ら
も
お
楽
し
み
に
。

の
味
を
求
め
て
多
く
の
人
が
訪
れ
「
た

く
さ
ん
お
土
産
菓
子
が
あ
っ
てて
驚
き
ま
し

た
」
た
「
ど
「

れ
も
お
い
し
そ
う
でで
お
土
産
に

買
っ
て
帰
り
ま
す
」
な
ど
、
と
て
も
好
評

で
し
た
。

来
場
者
に
よ
る
人
気
投
票
で
は
、
投
票

総
数
1,
1
6
0
票
と
多
く
の
人
が
投
票

し
た
結
果
、
1
8
6
票
獲
得
し
た
ポ
ン
せ

ん
こ
う
ち
ゃ
ん
の
「
米
ポ
ン
せ
ん
べ
い
」

が
1
位
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

マルコえびせんべい
マルコ商店（三野町）

三豊のかりんとうまんじゅう
鮎最中

森一誠堂（豊中町）

みとよの栗・茶ばしら
御菓子司じょうと
（豊中町）

ショコラフィナンシェ
青うめフィナンシェ

風薫（高瀬町）

讃岐名物海老せんべい
いか三昧

海老せんべい本舗 小林
（詫間町）

米ポンせんべい
ポンせんこうちゃん
（豊中町）

茶らりん
清水菓子舗
（高瀬町）

三豊のおちらしあめ
三野製菓（仁尾町）

ラスク
天然酵母ぱん「とことこ」

（高瀬町）

龍宮サブレ
スピッツベーカリー
（詫間町）

翠玉
洋菓子店ブラン豊中店

（豊中町）

さぬきのおいり
山下おいり本舗
（高瀬町）

車海老煎餅
仁尾産商（仁尾町）

弥谷の栗まんじゅう
宗吉瓦さぶれ
氏家製パン
（三野町）

みとよブロッコリー
焼ドーナツ
手作りケーキNariki
（豊中町）

マーガレット
三豊のサックリ米粉サブレ
パティスリーアンファン

（詫間町）

海老ラスク・えびチーズフォンデュ
志満秀（山本町）

四季の友・五月雨
ねぼけ堂（豊中町）

▼
問
い
合
わ
せ　

三
豊
市
観
光
協
会 

☎
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・
9
1
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第1 位

第3位

茶

第2 位
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ふるさと会  会員募集
関西・三豊市ふるさと会は、会員相互の親睦を図り、郷土三豊市との連帯を深めるために設立されました。
関西地区にお住まいの方を対象に、会員を随時募集しています。ご親族・知人などで、関西地区にお住
まいの方がおいでになりましたら、ぜひこのふるさと会のことをお知らせください。

▲申し込み・問い合わせ　三豊市政策課 ☎ 0875(73)3010

関
西
に
集
い
の
場
を
創
設

三
豊
市
の
知
名
度
向
上
の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
準
備
を
進
め
て

き
た
「
関
西
・
三
豊
市
ふ
る
さ
と
会
」
の
設
立
総
会
が
、
10
月
29
日
に
大
阪
市

内
の
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
会
員
な
ど
約
60
人
が
出
席
し
て
会
則
や
役
員
選
出
が
行
わ
れ
、
初

代
会
長
に
佐
名
木
定
夫
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
会
を
通
じ
て
三
豊
市
の
知
名
度
向
上
を
図
る

生
ま
れ
故
郷
を
離
れ
て
も
、

気
持
ち
は
強
く
ふ
る
さ
と
に
つ

な
が
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
離

れ
た
土
地
で
聞
く
故
郷
の
情
報

は
胸
に
響
き
、
ど
こ
か
懐
か
し

い
喜
び
を
伴
い
ま
す
。

そ
ん
な
ふ
る
さ
と
と
つ
な
が

り
、
ふ
る
さ
と
の
発
展
を
願
う

人
た
ち
が
集
ま
っ
て
「
関
西
・

三
豊
市
ふ
る
さ
と
会
」
が
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

会
員
は
、
関
西
在
住
の
三
豊

市
出
身
者
や
市
と
縁
の
あ
る

人
な
ど
、
10
月
26
日
現
在
で
、

2
0
2
人
に
登
録
い
た
だ
き
ま

郷
土
の
発
展
に
貢
献

心
の
よ
り
ど
こ
ろ

世
代
間
交
流

情
報
交
換

し
た
。

10
月
29
日
、
大
阪
市
内
の
ホ

テ
ル
で
開
か
れ
た
設
立
総
会
に

は
、
会
員
な
ど
約
60
人
が
出
席

し
、
三
豊
市
か
ら
も
副
市
長
や

市
議
会
議
長
も
駆
け
つ
け
「
ふ

る
さ
と
会
」
の
設
立
を
祝
い
ま

し
た
。

総
会
で
は
、
会
則
や
役
員
を

決
定
し
、
会
長
に
佐
名
木
定
夫

氏
、
副
会
長
に
藤
田
頼
夫
氏
・

真
鍋
禮
三
氏
・
合
田
町
子
氏
、

事
務
局
長
に
は
、
松
岡
英
克
氏

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
後
は
、
落
語
家
の
桂
こ

け
枝
さ
ん
（
高
瀬
町
出
身
）
の

司
会
で
、
懇
親
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、

歌
手
の
藤
岡
友
香
さ
ん
（
仁
尾

町
出
身
）
の
歌
や
お
楽
し
み
抽

選
会
も
あ
り
、
出
席
者
は
楽
し

そ
う
に
歓
談
し
、
郷
里
の
思
い

出
話
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

今
後
「
ふ
る
さ
と
会
」
は
、

会
員
相
互
の
交
流
や
親
睦
を
図

り
、
郷
土
三
豊
市
と
の
連
携
を

深
め
る
と
と
も
に
、
双
方
の
発

展
に
関
す
る
事
業
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

ま
た
、「
ふ
る
さ
と
会
」
を
通

ふ
る
さ
と
会
の
設
立
に
あ
た
り
、
多
く
の

会
員
が
集
ま
り
、
大
変
喜
ば
し
く
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
に
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。「
ふ
る
さ
と
納
税
」
は
、

ふ
る
さ
と
や
縁
の
あ
る
地
方
都
市
に
寄
付
を

す
る
制
度
で
す
。

郷
土
と
都
市
部
の
結
び
つ
き
を
強
く
し
、

私
た
ち
「
ふ
る
さ
と
会
」
会
員
が
郷
土
の
発

展
に
貢
献
で
き
る
一
つ
の
形
だ
と
思
い
ま
す
。

三
豊
市
は
7
町
が
合
併
し
ま
し
た
が
、

関
西
ふ
る
さ
と
会
が
設
立
さ
れ
、
よ
う
や

く
こ
れ
で
ふ
る
さ
と
の
言
葉
・
方
言
で
話

し
が
で
き
る
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
が
で
き
た

と
、
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
会
の
ま
す
ま
す
の
発
展
を
願

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ふ
る
さ
と
会
は
、
三
豊
市
出
身
者

や
市
と
縁
の
あ
る
人
と
交
流
を
図
り
、
三

豊
市
物
産
の
新
し
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
拓
や

Ｉ
タ
ー
ン
・
Ｕ
タ
ー
ン
を
促
進
す
る
こ
と

で
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
ふ
る
さ

と
会
が
一
つ
に
な
っ
て
、
相
互
に
情
報
交

換
し
な
が
ら
、
三
豊
市
の
発
展
に
少
し
で

も
寄
与
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
は
、
戦
前
の
人
間
で
、
三
豊
市
の
前

の
三
野
町
、
そ
れ
よ
り
前
の
下
高
瀬
村
の

時
代
に
育
ち
ま
し
た
。

で
す
か
ら
、
若
い
人
に
は
理
解
で
き
な

い
こ
と
も
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
世

代
を
超
え
て
楽
し
く
話
が
で
き
て
う
れ
し

く
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
ふ
る
さ
と
会
な

ら
で
は
の
良
さ
だ
と
思
い
ま
す
。

会長 佐名木定夫氏
高瀬町出身

副会長 藤田頼夫氏
高瀬町出身

副会長 真鍋禮三氏
三野町出身

事務局長 松岡英克氏
高瀬町出身

ふ る さ と を 思 う

じ
て
三
豊
市
の
情
報
を
市
外
に

発
信
し
、
企
業
誘
致
や
物
産
販

路
の
拡
大
、
Ｕ
タ
ー
ン
・
Ｉ
タ

ー
ン
な
ど
、
移
住
交
流
の
情
報

発
信
と
誘
致
活
動
を
積
極
的
に

進
め
て
い
き
ま
す
。



0～4歳
5～9歳
10～14歳
15～19歳
20～24歳
25～29歳
30～34歳
35～39歳
40～44歳
45～49歳
50～54歳
55～59歳
60～64歳
65～69歳
70～74歳
75～79歳
80～84歳
85歳以上

4,000 3,000 2,000 1,000 1,000 2,000 3,000 4,000

男 性 女 性

上段：平成17年
下段：平成22年

（人）（人）

（人）

平成12年

平成17年

平成22年

0% 20% 40% 60% 80% 100%

年少人口（0～14歳）
生産年齢人口（15～64歳）
老年人口（65歳以上）

出典：平成 12年・17年・22年国勢調査

9,997 44,515 18,970

8,920 42,254 20,006

8,346 39,478 20,623

区　分 平成 17年 全人口に
占める割合 区　分 平成 22年 全人口に

占める割合総数 男 女 総数 男 女
総数 71,180 33,836 37,344 100.0 総数 68,512 32,616 35,896 100.0 

85 歳以上 2,899 869 2,030 4.1 85 歳以上 3,563 1,101 2,462 5.2 
80 ～ 84歳 3,147 1,199 1,948 4.4 80 ～ 84歳 3,781 1,466 2,315 5.5 
75 ～ 79歳 4,545 1,927 2,618 6.4 75 ～ 79歳 4,411 1,938 2,473 6.4 
70 ～ 74歳 4,910 2,255 2,655 6.9 70 ～ 74歳 4,246 1,906 2,340 6.2 
65 ～ 69歳 4,505 2,073 2,432 6.3 65 ～ 69歳 4,622 2,221 2,401 6.7 
60 ～ 64歳 4,716 2,309 2,407 6.6 60 ～ 64歳 6,269 3,167 3,102 9.2 
55 ～ 59歳 6,315 3,195 3,120 8.9 55 ～ 59歳 4,998 2,437 2,561 7.3 
50 ～ 54歳 5,058 2,491 2,567 7.1 50 ～ 54歳 4,280 2,046 2,234 6.2 
45 ～ 49歳 4,314 2,068 2,246 6.1 45 ～ 49歳 3,704 1,811 1,893 5.4 
40 ～ 44歳 3,777 1,858 1,919 5.3 40 ～ 44歳 3,503 1,770 1,733 5.1 
35 ～ 39歳 3,423 1,715 1,708 4.8 35 ～ 39歳 4,199 2,175 2,024 6.1 
30 ～ 34歳 4,177 2,144 2,033 5.9 30 ～ 34歳 3,667 1,833 1,834 5.4 
25 ～ 29歳 3,783 1,884 1,899 5.3 25 ～ 29歳 3,028 1,522 1,506 4.4 
20 ～ 24歳 2,843 1,325 1,518 4.0 20 ～ 24歳 2,645 1,249 1,396 3.9 
15 ～ 19歳 3,848 1,999 1,849 5.4 15 ～ 19歳 3,185 1,729 1,456 4.7 
10 ～ 14歳 3,240 1,644 1,596 4.5 10 ～ 14歳 3,051 1,547 1,504 4.5 
5 ～ 9歳 3,029 1,559 1,470 4.3 5 ～ 9歳 2,875 1,436 1,439 4.2 
0 ～ 4歳 2,651 1,322 1,329 3.7 0 ～ 4歳 2,420 1,217 1,203 3.5 
不詳 - - - - 不詳 65 45 20 0.1 
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定
住
対
策
と
し
て

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
策
定
中

人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
が
三
豊
市
の
大
き
な
課
題
と

な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
認
識
と
し
て

持
た
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
月
は
、
こ
の
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
の
対
策
と
し

て
「
定
住
対
策
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

人
口
減
少
、

少
子
高
齢
化
の
進
行

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
は
ど

の
よ
う
に
し
よ
う
と
も
防
げ
な
い
。

つ
ま
り
、
施
策
と
し
て
対
策
を
講

じ
て
も
、
大
き
な
効
果
が
期
待
で

き
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う

指
摘
が
あ
る
こ
と
も
感
じ
ま
す
。

し
か
し
「
自
治
」
の
仕
組
み
と

し
て
「
負
担
と
給
付
の
バ
ラ
ン
ス
」

を
一
つ
と
っ
て
も
、
そ
の
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
に
影
響
が
出
始
め
、
そ
の
ま
ま

放
置
す
る
と
、
自
治
全
体
の
バ
ラ

ン
ス
が
崩
れ
て
し
ま
う
心
配
も
あ

り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
そ
の
現
象
を

早
く
キ
ャ
ッ
チ
し
、
適
切
な
時
期

か
ら
対
策
を
講
じ
、
バ
ラ
ン
ス
が

崩
壊
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
措
置

す
る
こ
と
は
、
そ
の
時
期
、
そ
の

時
々
の
責
任
と
し
て
求
め
ら
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

三
豊
市
の
実
態

こ
こ
で
、
三
豊
市
の
人
口
と
人

口
構
成
の
推
移
を
再
確
認
し
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。
合
併
前
に
な

り
ま
す
が
、
平
成
17
年
に
実
施
さ

れ
た
国
勢
調
査
で
は
、
三
豊
市
を

構
成
す
る
7
町
の
合
計
人
口
は
、

7
1,
1
8
0
人
で
し
た
。

こ
れ
が
、
平
成
22
年
に
実
施
さ
れ

た
国
勢
調
査
で
は
、
6
8,
5
1
2

人
と
な
り
、
5
年
間
で
2,
6
6
8

人
、
一
年
間
の
平
均
で
約
5
3
0

人
と
い
う
ペ
ー
ス
で
人
口
減
少
が

起
こ
っ
て
い
ま
す
。

次
に
、
平
成
22
年
国
勢
調
査
の

人
口
構
成
を
見
て
み
る
と
、
人
口

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
で
は
、
60
〜
64
歳
を

ピ
ー
ク
に
逆
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
現
象
が

顕
著
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

内
容
と
し
て
は
、
5
年
前
の
平
成

17
年
の
国
勢
調
査
で
は
、
階
層
年

齢
の
ピ
ー
ク
が
55
〜
59
歳
の
8.
9

％
で
し
た
が
、
平
成
22
年
の
国
勢

調
査
で
は
、
60
〜
64
歳
の
9.
2
％

へ
と
、
確
実
に
ピ
ー
ク
年
齢
階
層

が
一
段
階
上
が
り
ま
し
た
。

逆
に
少
な
い
の
は
、
0
〜
4
歳

が
3.
5
％
、
20
〜
24
歳
が
3.
9

％
と
、
ピ
ー
ク
階
層
の
半
数
以
下

と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
12
年
か
ら
22
年
ま
で
の
10

年
間
の
人
口
を
、
0
〜
14
歳
の
「
年

少
」
15
〜
64
歳
の
「
生
産
年
齢
」

65
歳
以
上
の
「
老
年
」
に
3
区
分

し
た
統
計
を
見
る
と
、
年
少
で
は

1,
6
5
1
人
の
減
少
、
生
産
年
齢

で
は
5,
0
3
7
人
の
減
少
と
な

り
、
老
年
は
、
逆
に
1,
6
5
3

人
の
増
加
と
、
年
少
お
よ
び
生
産

年
齢
人
口
は
減
少
し
、
老
年
人
口

は
増
加
と
、
少
子
高
齢
化
は
確
実

に
進
行
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。

定
住
対
策
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン

こ
の
よ
う
に
、
人
口
減
少
や
少

子
高
齢
化
は
徐
々
に
進
ん
で
い
き
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ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
、
長
期
的
な

視
点
で
は
大
き
な
課
題
と
見
え
て

も
、
単
年
度
視
点
で
は
、
本
当
に

課
題
と
な
る
の
は
も
っ
と
先
、
と

い
う
こ
と
も
考
え
が
ち
で
す
。

し
か
し
、
人
口
減
少
や
少
子
高

齢
化
に
対
応
す
る
施
策
は
、
そ
ん

な
に
劇
的
に
効
果
が
表
れ
る
も
の

は
あ
り
ま
せ
ん
。
施
策
は
進
め
て

い
る
が
、
効
果
は
な
か
な
か
目
に

見
え
な
い
と
い
う
の
が
現
実
で
も

あ
り
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
、
深
刻

な
状
態
に
な
っ
て
か
ら
慌
て
て
も
、

も
う
遅
い
と
い
う
こ
と
も
言
え
ま

す
。三

豊
市
で
は
、
平
成
23
年
度
か

ら
、
定
住
対
策
事
業
へ
の
取
り
組

み
を
始
め
ま
し
た
。
ま
ず
、
第
一

弾
と
し
て
、
若
者
住
宅
建
設
補
助
、

高
校
・
大
学
等
の
合
宿
誘
致
、
短

期
滞
在
助
成
事
業
の
3
事
業
を
開

始
し
ま
し
た
。
若
者
住
宅
建
設
補

助
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
27

件
の
申
請
を
受
け
付
け
、
補
助
金

額
に
し
て
2,
5
3
0
万
円
を
交

付
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
に
よ
る

定
住
人
口
は
1
0
4
人
と
な
っ
て

い
ま
す
。

さ
ら
に
、
計
画
的
に
定
住
対
策

事
業
に
取
り
組
む
た
め
、
現
在
、

平
成
23
年
度
か
ら
向
こ
う
3
年
間

を
計
画
期
間
と
す
る
「
三
豊
市
定

住
対
策
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を

策
定
中
で
あ
り
、
今
年
中
に
は
策

定
作
業
を
完
了
さ
せ
る
予
定
で
す
。

こ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
は
、

3
年
間
と
い
う
短
期
間
に
実
施
可

能
な
、
即
実
践
型
の
施
策
を
反
映

さ
せ
た
い
と
考
え
て
お
り
、
例
え

ば
、
三
豊
市
に
た
く
さ
ん
の
人
に

来
て
い
た
だ
き
交
流
を
起
こ
す
事

業
、
増
加
し
つ
つ
あ
る
空
き
家
を

活
用
す
る
事
業
、
優
良
宅
地
を
提

供
す
る
事
業
な
ど
を
検
討
し
て
い

ま
す
。

三
豊
市
型

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

三
豊
市
は
、
都
会
の
よ
う
に
華

や
か
さ
や
利
便
性
な
ど
は
乏
し
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
都
会
に
は

無
い
資
源
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
海
や
山
の
自
然
で
あ
り
、

温
暖
な
気
候
で
あ
り
、
安
全
で
お

い
し
い
食
材
な
ど
で
す
。
こ
れ
ら

の
資
源
は
、
三
豊
市
の
財
産
で
あ

り
、
定
住
対
策
の
貴
重
な
資
源
と

考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
働
く
場
所
」
に
つ
い

て
は
、
確
か
に
、
就
職
の
機
会

は
、
都
会
ほ
ど
は
無
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
「
三
豊
市
型
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」
と
い
う
コ
ン

セ
プ
ト
で
考
え
る
と
、
必
ず
展
望

が
開
け
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
特

に
、
農
業
や
漁
業
な
ど
の
第
一
次

産
業
は
、
採
算
性
や
T
P
P
問
題

な
ど
課
題
山
積
の
よ
う
に
も
見
え

ま
す
が
、
実
は
、
こ
う
い
う
時
こ
そ
、

将
来
へ
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
が
あ

る
こ
と
を
歴
史
が
証
明
し
て
い
る

と
も
言
え
ま
す
。

つ
ま
り
、
三
豊
市
定
住
対
策
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
は
、
こ
れ
ら
の

資
源
を
活
か
し
て
「
三
豊
市
型
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
」
を
提
案
す
る
こ

と
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

次
回
は
「
三
豊
市
型
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
」
の
さ
き
が
け
と
し
て
、

三
豊
市
に
根
を
下
ろ
し
活
躍
さ
れ

て
い
る
ご
夫
婦
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

年齢別（5歳階級別）人口の推移

年齢別（3区分別）人口の推移

出典：平成17年・平成22年国勢調査 （単位：人、%）
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特集 三豊市の新しいごみ処理方式（中編）

ト
ン
ネ
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
方
式

と
は
、
い
わ
ゆ
る
ト
ン
ネ
ル
型

の
密
閉
さ
れ
た
構
造
物
で
、
温

度
・
酸
素
濃
度
な
ど
を
自
動
制

御
し
、
発
酵
に
よ
っ
て
ご
み
処

理
を
行
う
方
式
で
す
。
処
理
能

力
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
ト

ン
ネ
ル
（
タ
イ
ヤ
シ
ョ
ベ
ル
が

出
入
り
で
き
る
間
口
で
奥
行
き

30
〜
35
メ
ー
ト
ル
程
度
）
一
本

で
、
約
3
日
分
程
度
の
三
豊
市

の
家
庭
ご
み
が
処
理
で
き
ま
す
。

こ
の
ト
ン
ネ
ル
を
、
処
理
す
る

ご
み
の
量
に
合
わ
せ
て
本
数
を

増
加
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

三
豊
市
全
体
の
ご
み
処
理
を
行

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
し
て
堆
積
し
た

も
の
に
、
ト
ン
ネ
ル
の
底
部
か

ら
、
空
気
を
吹
き
込
ん
で
好
気

▲温度などの自動制御システム ▲トンネル内での温度変化状況

▲木質チップを使った脱臭装置（バイオフィルター）

ト
ン
ネ
ル
の
基
本
的

な
構
造

好
気
性
の
発
酵
処
理

発
酵
の
前
処
理
工
程

家
庭
か
ら
出
さ
れ
た
ご
み
は
、

ご
み
袋
に
入
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
み
の
投
入
ピ
ッ
ト
の
次
に
破

砕
工
程
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で

は
、
機
械
的
に
ご
み
袋
を
破
り
、

磁
力
選
別
機
に
よ
っ
て
金
属
を

取
り
除
き
、
混
合
工
程
へ
と
移

さ
れ
ま
す
。

混
合
工
程
で
は
、
木
の
剪
定

枝
や
皮
な
ど
の
構
造
材
と
呼
ば

れ
る
も
の
を
、
ご
み
と
1
対
1

の
比
率
を
基
本
に
混
合
し
ま

す
。
こ
れ
は
、ト
ン
ネ
ル
の
中
で
、

ご
み
を
堆
積
し
た
も
の
に
空
気

を
通
気
さ
せ
や
す
く
し
、
発
酵

菌
の
活
性
化
を
促
す
た
め
の
前

処
理
で
す
。

こ
の
よ
う
に
し
て
調
整
し
た

も
の
を
、
タ
イ
ヤ
シ
ョ
ベ
ル
で

ト
ン
ネ
ル
内
に
運
び
込
み
、
奥

か
ら
順
次
堆
積
し
ま
す
。
ま
た
、

一
般
廃
棄
物
（
産
業
廃
棄
物
以

外
の
ご
み
）
で
も
、家
庭
系
（
家

庭
ご
み
）
と
事
業
系
（
事
業
所

ご
み
）
が
あ
る
た
め
、
処
理
工

性
の
発
酵
を
行
い
ま
す
。
こ
の

発
酵
で
発
生
す
る
ガ
ス
な
ど
は
、

嫌
気
性
の
発
酵
と
違
い
、
大
部

分
が
炭
酸
ガ
ス
と
水
蒸
気
で
す
。

発
酵
温
度
は
、
最
高
で
約
65

度
程
度
に
達
し
、
こ
れ
を
48
時

間
継
続
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

大
腸
菌
や
サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
な
ど

が
殺
菌
さ
れ
、
衛
生
化
が
図
れ

る
仕
組
み
で
す
。
そ
の
後
、
吹

き
込
み
空
気
量
を
調
節
し
て
発

酵
温
度
を
30
度
か
ら
50
度
程
度

に
調
整
し
、
ご
み
投
入
か
ら
約

17
日
〜
20
日
程
度
で
発
酵
処
理

が
終
わ
り
ま
す
。
こ
の
発
酵
は
、

生
ご
み
な
ど
の
有
機
物
を
発
酵

分
解
し
て
減
量
化
し
、
発
酵
熱

に
よ
っ
て
乾
燥
を
行
う
こ
と
が

主
な
目
的
で
す
。

ふ
る
い
選
別

発
酵
が
終
わ
れ
ば
、
発
酵
物

は
タ
イ
ヤ
シ
ョ
ベ
ル
で
ト
ン
ネ

ル
外
へ
と
運
び
出
さ
れ
、
ふ
る

い
選
別
に
か
け
ら
れ
ま
す
。
こ

の
ふ
る
い
選
別
機
で
は
、
重
量

と
粒
度
（
大
き
さ
）
な
ど
の
基

準
で
選
別
さ
れ
、
廃
プ
ラ
系
の

選
別
工
程
で
は
、
さ
ら
に
塩
ビ

選
別
機
で
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
を
取

り
除
き
ま
す
。

ふ
る
い
選
別
で
は
、
家
庭
か

ら
出
さ
れ
た
ご
み
の
発
酵
物
は

固
形
燃
料
原
料
と
戻
し
構
造
材

に
、
事
業
所
か
ら
出
さ
れ
た
ご

み
の
発
酵
物
は
固
形
燃
料
原
料

と
肥
料
原
料
お
よ
び
戻
し
構
造

材
に
区
分
さ
れ
ま
す
。

臭
気
対
策

臭
気
対
策
と
し
て
、
設
備
が

入
る
建
物
内
の
空
気
圧
を
外
気

圧
よ
り
下
げ
、
臭
気
が
建
物
外

に
漏
れ
る
の
を
防
ぎ
ま
す
。
建

物
内
の
空
気
は
、
バ
イ
オ
フ
ィ

ル
タ
ー
と
呼
ば
れ
る
脱
臭
装
置

に
集
め
、臭
気
を
取
り
除
き
ま
す
。

こ
の
バ
イ
オ
フ
ィ
ル
タ
ー
は
、

木
質
チ
ッ
プ
を
敷
き
詰
め
た
構

造
で
、
空
気
が
通
過
す
る
際
に

ア
ン
モ
ニ
ア
な
ど
の
物
質
を
木

質
チ
ッ
プ
が
吸
着
し
、
微
生
物

に
よ
っ
て
脱
臭
す
る
も
の
で
す
。

ご
み
の
出
し
方

ト
ン
ネ
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
方
式

に
な
る
と
「
ご
み
の
出
し
方
が

変
わ
る
の
か
」
と
い
う
声
を
よ

く
聞
き
ま
す
。
結
論
か
ら
説
明

し
ま
す
と
、
何
も
変
更
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
の
18

分
別
を
維
持
し
て
い
た
だ
く
だ

け
で
す
。

三
豊
市
で
は
、
平
成
20
年
10

月
か
ら
「
ご
み
の
18
分
別
」
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

「
ご
み
は
す
べ
て
資
源
で
あ
る
」

と
い
う
理
念
を
実
現
す
る
た
め

の
手
段
と
し
て
取
り
組
む
も
の

で
、
こ
の
理
念
を
実
現
す
る
処

理
方
法
を
求
め
て
、
こ
れ
ま
で

さ
ま
ざ
ま
な
検
討
を
行
い
、
ト

ン
ネ
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
方
式
を
見

出
し
た
も
の
で
す
。

今
回
は
、
ト
ン
ネ
ル
コ
ン
ポ

ス
ト
方
式
の
概
要
を
中
心
に
お

知
ら
せ
し
ま
し
た
。
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ご
み
は
す
べ
て
資
源

「
ト
ン
ネ
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
方
式
」は

　

発
酵
を
利
用
し
た
ご
み
処
理
方
式

（時間：1目盛りは約43時間）

（温度）

65℃

三
豊
市
の
新
し
い
ご
み
処
理
方
式
と
し
て
「
ト

ン
ネ
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
方
式
」
を
、
運
営
方
法
と
し

て
「
民
設
民
営
を
基
本
と
す
る
」
と
い
う
提
案
を

市
議
会
に
行
い
、
審
議
を
経
て
承
認
を
得
ま
し
た
。

今
月
号
で
は
、
ト
ン
ネ
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
方
式
の

概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

程
は
区
分
し
て
処
理
さ
れ
ま
す
。

投入
取出
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平
成
23
年
3
月
11
日
は
、
日
本
史
に
お
い
て
長
く
忘
れ
ら
れ
な
い
日
と
な
り
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ま

に
は
、
温
か
い
義
援
金
・
義
援
物
資
を
賜
り
、
義
援
金
は
9
月
末
ま
で
受
け
付
け
、
合
計
3,
9
0
0
万

円
と
い
う
多
額
に
な
り
ま
し
た
。
改
め
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
は
市
内
で
の
防
災
体
制
と
県

内
外
の
他
自
治
体
と
の
災
害
応
援
協
定
の
強
化
に
努
め
、
一
層
、
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

市
長
の
市
政
報
告

▲ 2011大蔵経千年世界文化祝典のうどん交流ブース

▲使用済みの靴を集めて荷造り

▲大阪で行われた関西・三豊市ふるさと会設立総会

2010 年度　財政健全化判断比率
【
22
年
度
決
算 

最
優
良
達
成
！
】

県
内
自
治
体
の
平
成
22
年
度
決
算
に
基
づ

く
財
政
指
標
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ま

の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
、
三
豊
市
は
合
併
特

例
が
効
い
て
い
る
と
は
い
え
、
県
内
8
市
の

内
で
、
最
も
い
い
財
政
状
況
に
な
り
ま
し
た
。

5
年
前
の
合
併
以
来
、
精
力
的
に
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
行
財
政
改
革
が
ひ
と
つ
の
成

果
を
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
改
め
て

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

し
か
し
、
私
た
ち
は
こ
の
瞬
間
に
甘
ん
じ

る
こ
と
な
く
、
む
し
ろ
こ
こ
を
分
岐
点
と
し

て
、
次
の
ス
テ
ー
ジ
、
新
三
豊
時
代
に
向
っ

て
強
力
に
歩
み
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

次
の
ス
テ
ー
ジ
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
次
世

代
へ
つ
な
ぐ
次
世
代
の
た
め
の
市
民
総
力
戦

で
す
!!

【
認
知
度
8
位
】

四
国
学
院
大
学
の
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
学
科
が
行
っ
た
香
川
県
内
で
の
市

町
認
知
度
調
査
に
よ
り
ま
す
と
、
17
市
町
の

う
ち
三
豊
市
は
第
8
位
で
し
た
。

合
併
し
て
5
年
で
す
が
、
ま
ず
こ
こ
ま
で

こ
れ
た
こ
と
を
喜
ん
で
い
ま
す
。
ま
だ
旧
町

名
の
方
が
認
知
度
が
あ
る
と
思
っ
て
い
た
だ

け
に
、
宇
多
津
町
や
多
度
津
町
の
上
位
に
な

れ
た
こ
と
は
す
ば
ら
し
い
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
8
位
で
す
し
、
同
じ

時
期
に
合
併
し
た
新
市
で
も
、
さ
ぬ
き
市
は

4
位
で
お
り
ま
す
の
で
、
去
年
来
展
開
し
て

お
り
ま
す
知
名
度
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
継

続
し
、
今
後
さ
ら
に
認
知
度
や
好
感
度
を
高

め
て
ま
い
り
ま
す
。

【
交
流
の
拡
大
】

10
月
29
日
、 

会
員
な
ど
約
60
人
が
参
加
し

て
「
関
西
・
三
豊
市
ふ
る
さ
と
会
」
が
設
立

さ
れ
ま
し
た
。
去
年
の
11
月
25
日
に
発
足
し

た
「
関
東
・
三
豊
市
ふ
る
さ
と
会
」
と
併
せ
て
、

私
た
ち
は
東
京
、
大
阪
に
大
き
な
拠
点
を
持

つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
三
豊
市
の
た
め
に

何
か
役
に
立
ち
た
い
と
い
う
方
々
ば
か
り
で
、

強
力
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
で
き
た
と
思
い
ま

す
。広

島
県
福
山
市
、
岡
山
県
瀬
戸
内
市
、
愛

媛
県
新
居
浜
市
、
高
松
市
と
行
っ
て
い
る
県

境
を
越
え
た
「
瀬
戸
内
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
サ
ミ

ッ
ト
」
は
、
7
月
3
日
に
新
居
浜
市
で
開
催

さ
れ
、
海
を
通
し
て
の
交
流
を
一
層
深
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
韓
国
ハ
プ
チ
ョ
ン
郡
と
は
交
流
と

友
好
を
強
め
、
本
年
は
双
方
で
経
済
会
議
が

開
催
で
き
ま
し
た
。
う
ど
ん
を
始
め
と
し
て
、

す
で
に
具
体
的
な
経
済
交
流
が
始
ま
っ
て
お

り
ま
す
。
三
豊
市
は
、
日
本
の
地
方
都
市
で

あ
る
と
同
時
に
世
界
の
地
方
都
市
で
あ
る
こ

と
を
認
識
し
つ
つ
、
特
に
ア
ジ
ア
に
は
、
交

流
を
広
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

交
流
の
拡
大
は
、
あ
ら
ゆ
る
マ
ー
ケ
ッ
ト

の
拡
大
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
一
層
、

外
に
向
か
っ
て
発
信
を
強
め
て
ま
い
り
ま
す
。

【
立
ち
上
が
っ
た
三
豊
の
子
ど
も

た
ち
】

平
成
19
年
に
三
豊
市
の
全
小
中
学
生
の
ア

ン
ケ
ー
ト
を
取
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
「
三

豊
市
は
将
来
ど
の
よ
う
な
ま
ち
に
な
っ
て
欲

し
い
で
す
か
」
と
の
質
問
に
「
海
や
山
な
ど

の
自
然
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
ゴ
ミ
の
減
量
や

リ
サ
イ
ク
ル
活
動
に
一
生
懸
命
取
り
組
む
自

然
を
大
切
に
す
る
ま
ち
」
が
1
番
多
い
答
え

で
し
た
。

三
豊
市
は
、
こ
の
よ
う
な
次
世
代
の
た
め

に
も
循
環
型
環
境
都
市
を
目
指
し
ま
す
。
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活
用
や
「
ゴ
ミ
は
す
べ

て
資
源
」で
あ
る
と
い
う
理
念
の
も
と「
も
の
」

を
大
切
に
し
、
可
能
な
限
り
再
利
用
し
て
い

く
活
動
を
強
め
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
三
豊
の
子
ど
も
た
ち
が
立
ち
上
が

っ
て
く
れ
ま
し
た
。
昨
年
の
12
月
27
日
、
高

瀬
高
校
生
徒
会
が
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
、
市

内
の
小
中
高
の
す
べ
て
の
児
童
会
、
生
徒
会

の
代
表
が
集
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
エ
コ
活
動

を
報
告
し
、
三
豊
の
環
境
問
題
を
考
え
る
と

い
う
「
み
と
よ
ヤ
ン
グ
エ
コ
サ
ミ
ッ
ト
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
会
議
の
中
で
「
三

豊
市
の
美
し
い
環
境
は
、
私
た
ち
が
守
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
い
う
私
た

ち
大
人
が
心
し
て
聞
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

す
ば
ら
し
い
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
ヤ
ン
グ
エ
コ
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
多
く

の
学
校
が
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
を
集

め
て
、
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
を
発
展
途
上
国
に

送
っ
て
い
ま
す
し
、
使
用
済
み
の
靴
を
集
め

て
ア
フ
リ
カ
の
子
ど
も
た
ち
に
送
る
こ
と
を

決
め
、
今
年
は
8
月
末
現
在
で
1,
2
2
0

足
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
や
靴
を
買
え
な
い
世
界
の
子
ど

も
た
ち
を
助
け
る
と
い
う
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な

視
点
で
小
さ
な
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

【
循
環
型
環
境
都
市
】

懸
案
の
三
豊
市
次
期
ゴ
ミ
処
理
施
設
に
つ

き
ま
し
て
は
、
先
月
号
で
詳
し
く
ご
報
告
し

た
よ
う
に
、
ゴ
ミ
と
し
て
す
べ
て
燃
や
し
て

し
ま
う
の
で
は
な
く
、
可
能
な
限
り
再
利
用

す
る
方
向
に
進
み
ま
す
。

さ
ら
に
そ
れ
を
民
間
の
技
術
と
資
本
で
や

っ
て
い
た
だ
こ
う
と
い
う
の
が
方
向
で
す
。

な
ん
で
も
行
政
が
や
る
の
で
は
な
く
、
民
間

に
で
き
る
こ
と
は
お
願
い
し
て
い
く
と
い
う

の
が
今
か
ら
の
方
向
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
問
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
増
え
続

け
る
竹
林
に
つ
き
ま
し
て
も
、
資
源
と
し
て

利
用
で
き
な
い
か
、
建
材
・
健
康
・
医
療
・

化
粧
品
・
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
等
、
あ
ら
ゆ
る
方

面
で
い
ろ
い
ろ
な
企
業
と
の
打
ち
合
わ
せ
を

進
め
て
い
ま
す
。
な
か
な
か
コ
ス
ト
面
で
難

し
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
が
、
可
能
な
も
の

か
ら
実
用
化
へ
挑
戦
し
て
い
き
ま
す
。

【
産
業
振
興
と
財
政
力
強
化
】

長
び
く
景
気
の
低
迷
に
加
え
て
、
円
高
等

に
よ
る
産
業
の
空
洞
化
の
波
が
地
方
に
も
押

し
寄
せ
、
働
く
場
の
確
保
は
三
豊
市
に
と
っ

て
も
最
重
要
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
場
産
業
振
興
の
た
め
、
中
小
企
業
振
興

基
金
を
設
け
て
、
市
内
企
業
の
新
し
い
挑
戦

を
支
援
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
年
は
新
時
代
の
農
業
を
考
え
実

践
す
る
た
め
に
、
市
単
独
で
農
業
振
興
セ
ン

タ
ー
を
立
ち
上
げ
、
現
在
、
各
方
面
と
の
話

し
合
い
に
入
っ
て
お
り
ま
す
。

市
内
の
商
業
活
性
化
の
た
め
、
本
年
も
商

工
会
と
と
も
に
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
発
売

し
、
多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

財
政
状
況
は
良
く
な
っ
た
と
は
い
え
、
財

政
力
は
ま
だ
ま
だ
強
く
あ
り
ま
せ
ん
。
産
業

の
振
興
と
雇
用
の
確
保
は
、
引
き
続
き
最
重

要
テ
ー
マ
と
し
て
努
力
を
続
け
て
ま
い
り
ま

す
。

【
太
平
洋
戦
争
と
三
豊
】

豊
中
庁
舎
の
跡
地
に
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

が
完
成
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
展
開
さ
れ

て
い
ま
す
。
オ
ー
プ
ン
記
念
と
し
て
「
織
田

朱
越
と
三
豊
」
を
テ
ー
マ
に
、
朱
越
が
つ
く

っ
た
銅
像
の
秋
山
好よ

し
ふ
る古
、
真さ
ね
ゆ
き之
兄
弟
を
主
人

公
と
し
た
「
坂
の
上
の
雲
」
と
題
し
た
講
演

会
を
4
月
24
日
に
開
催
し
、
4
0
0
人
を
超

え
る
皆
さ
ま
に
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
度
は
「
太
平
洋
戦
争
と
三
豊
」
を
文

化
活
動
の
テ
ー
マ
と
し
て
進
め
て
い
ま
す
。

現
在
、
市
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
戦
争
体
験
談
を

集
め
て
お
り
、
多
く
の
皆
さ
ま
の
貴
重
な
証

言
を
お
伺
い
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
23
年
も
、
は
や
師
走
と
な
り
ま
し
た
。

県
内
そ
し
て
市
内
で
も
交
通
事
故
が
多
発

し
て
い
ま
す
。
何
か
と
気
ぜ
わ
し
い
時
期
で

す
の
で
、
十
分
に
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ま
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

実質公債費
比率（％）

将来負担
比率（％）

三 豊 市 9.6 21.6
高 松 市 11.9 99.3
丸 亀 市 9.9 75.7
坂 出 市 16.7 136.6
善 通 寺 市 14.6 39.6
観 音 寺 市 13.6 126.1
さ ぬ き 市 20.8 84.1
東かがわ市 15.6 35.0

三
豊
市
長　

横
山
忠
始
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総務費

◆平成22年度　市の予算はこのようなことに使われました◆
　平成22年度に実施した主な事業や特徴的な事業を目的別の分類によりご紹介します。

特別会計

衛生費

民生費

農林水産業費

▲市民交流センターが整備されました

会計名 歳入総額 歳出総額 差　引

企業会計
会 計 名 決 算 規 模 純　損　益

防災行政無線施設整備事業
市民交流センター新築工事
コミュニティバス運行事業
宝山湖いきいき健康にぎわい事業
文書館管理事業
離島振興事業
バイオマスタウン構想推進事業
全国瞬時警報システム整備事業
粟島芸術家村事業

2億9,876万4千円
2億7,069万円

1億1,903万5千円
1億685万4千円
1億318万4千円
5,883万9千円
2,050万9千円

588万円
398万1千円

障害者自立支援事業
放課後児童クラブ運営事業
高齢者福祉タクシー事業
心身障害者(児)福祉年金事務
次世代育成支援対策事業
在宅要介護者家族介護手当支給事業

5億7,352万8千円
1億6,446万5千円
2,847万5千円
2,142万8千円
1,946万3千円

806万円

塵芥処理事業
し尿処理事業
狂犬病予防事業

5億1,147万6千円
2億2,337万2千円

1,151万円

農地・水・環境保全向上対策事業
漁港維持改良事業
林道維持管理事業
有害鳥獣対策事業

1,253万5千円
739万2千円
625万2千円
477万3千円

地域農産物利用促進センター事業
商品券事業
国民健康保険事業
国民健康保険診療所事業
老人保健事業
後期高齢者医療事業
介護保険事業
介護サービス事業 
集落排水事業
浄化槽整備推進事業
港湾整備事業

4,106万2千円
1億6,379万6千円
83億7,044万1千円
1億8,181万9千円

713万2千円
17億1,254万4千円
62億6,059万7千円

8,804万円
1億7,078万8千円
2億495万3千円
2,810万6千円

4,106万2千円
1億5,894万6千円
78億5,795万8千円
1億6,529万6千円

653万円
17億1,029万1千円
61億8,041万1千円

8,422万9千円
1億7,078万8千円
2億495万3千円
2,540万5千円

―
485万円

5億1,248万3千円
1,652万3千円
60万2千円
225万3千円
8,018万6千円
381万1千円

―
―

270万1千円

水道事業
病院事業

18億4,183万円
18億5,009万円

2億7,112万5千円
9,587万円

商工費

土木費

消防費

教育費

商工振興事業
観光振興事業
観光資源管理費
フラワーセンター運営事業

3,753万6千円
5,461万5千円
2,763万3千円
287万5千円

道路橋りょう維持費
仁尾港係留施設整備事業
河川維持費
急傾斜地崩壊防止対策事業

3億430万3千円
1億344万3千円
8,530万2千円
690万6千円

消防積載車等購入費
消防屯所等建替工事

 1,565万5千円
3,506万6千円

小学校施設耐震化推進事業
幼稚園施設耐震化推進事業
学校情報通信技術環境整備事業
幼稚園預かり保育事業
学校ネットワーク整備事業

2億3,941万9千円
8,704万7千円
8,293万9千円
5,570万7千円
4,947万円

50
億円

100
億円

250
億円

300
億円

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

借金（市債） 貯金（基金）

300億3,801万7千円

279億1,822万1千円 273億2,883万3千円

83億2,762万5千円
96億1,495万7千円

128億4,410万1千円

市の借金と貯金の状況
　借金（市債）は、平成22年度は18年度と比較して27
億918万4千円の減少となっています。繰上償還や市
債の抑制に努め、さらなる減額を目指します。
　貯金（基金）は、平成22年度は18年度と比較して45
億1,647万6千円の増額となっています。

今後とも行財政改革を推進し、健全な財政運営に努めてまいります。　　問い合わせ　財政行革課　 73ー30 1 1

平成22年度決算報告
　三豊市の平成22年度決算がまとまり、議会の決算特別委員会で承認されました。
皆さんに納めていただいた大切な税金がどのように使われたのか、予算の執行状況を
お知らせします。詳しい内容は、市ホームページ（トップ→行政情報→財務・会計）
をご覧ください。

市税
75億1,085万1千円

分担金・負担金
使用料・手数料
8億1,827万円

2.6%

貸付金
7,080万円

0.2%

財産収入・寄附金
繰入金・繰越金
17億6,709万1千円

5.8%

諸収入
8億1,300万8千円

2.6%

地方交付税
115億4,106万円

37.4%

国庫支出金
29億6,608万6千円

9.6%

県支出金
15億5,808万6千円

5.1%

各種交付金
9億9,580万8千円

3.3%

地方譲与税
3億5,291万6千円

1.1% 市債
25億3,370万円

8.2%

24.3%

人件費
55億7,201万3千円

19.2%

公債費
30億7,327万3千円

10.6%

普通建設事業費
41億9,210万1千円

14.5%

物件費
41億234万5千円

14.2%

補助費等
34億9,406万6千円

12.0%

維持補修費

3億6,829万2千円
1.3%

積立金
19億9,307万3千円

6.9%

繰出金
26億7,743万円

9.2%

扶助費
34億4,294万6千円

11.9%

35.3%

歳 入

歳 出
（性質別）

自主
財源

109億922万円

41.7%

義務的
経費

120億8,823万2千円

14.5%
投資的経費

41億9,210万1千円

43.8%

その他
経費

127億600万6千円

64.7%

依存
財源

199億4,765万6千円

歳入総額　308億5,687万6千円

歳出総額　289億8,633万9千円

一般会計

●自主財源
　市税や市の施設の使用料など市が独自
　に調達する財源
●依存財源
　地方交付税や国・県支出金など国や県
　から市に入ってくる財源
●義務的経費
　人件費や扶助費、公債費など、その支
　出が義務付けられている経費
●投資的経費
　道路の整備など公共事業の経費で支出
　の効果が長期に渡って持続するもの
●市税
　市民の皆さんから納めていただく税金
　や会社の法人市民税など
●分担金・負担金
　事業実施に伴う受益者からの分担金・
　負担金
●使用料・手数料
　公共施設の使用料、住民票などの交付
　手数料
●財産収入
　各種基金利子、財産売却金
●繰入金・繰越金
　基金（貯金）および他の会計から繰り
　入れるお金・前年度の決算に伴い繰り
　越されたお金
●地方交付税
　どの地域に住む住民にも一定水準の行
　政サービスを提供できるよう国から交
　付されるお金
●国庫支出金・県支出金
　事業を行うための国や県からの補助金
●地方譲与税
　国税として徴収したものを、国が一定
　の基準により、市に対して譲与するお
　金。地方揮発油譲与税、自動車重量譲
　与税など
●市債
　事業を行うために借り入れたお金（借
　金）
●人件費
　市職員給与・市議会議員報酬・各種委
　員報酬など
●扶助費
　法令に基づき被扶助者に支出される経
　費。子ども手当、医療扶助など
●公債費
　事業を行うために借り入れたお金の償
　還金（返済金）
●普通建設事業費
　道路や学校など公共施設の建設や改修
　に要したお金
●物件費
　消耗品、臨時職員賃金、業務委託料な
　ど
●維持補修費
　道路や学校など公共施設の維持補修に
　要したお金
●補助費等
　各種団体への負担金や補助金など
●積立金
　各種基金へ積み立てたお金
●貸付金
　民間企業などへの貸付金
●操出金
　特別会計などへ支出する経費
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※ 職員数は一般職に属する職員数（教育長を除く）であり、地方公務員の身分を保有する
　　　　休職者を含み臨時職員、非常勤職員を除いています。

区分 標準的な職務内容 職員数(人） 構成比（％）

区　　分 給料月額等

■部門別職員数の状況 （各年４月１日現在）

■年齢層別職員数の状況 （平成２3年４月１日現在）

■人件費の状況（普通会計決算） 

（平成２3年４月１日現在）

給　

料

報　

酬

期　

末　

手　

当 

区　　　分
部　　　門

職  員  数 (人)

平成23年平成22年

一
般
行
政
部
門

特別行政
部　　門

対  前  年
増減数 (人)

公営企業
会計部門

　派遣職員（三観広域・学校組合へ）
　被派遣職員（三観広域より）

合   計

議　　会
総　　務
税　　務
民　　生
衛　　生
労　　働
農林水産
商　　工
土　　木
小　　計
教　　育
小　　計
病　　院
水　　道
下 水 道
そ の 他
小　　計

6
142
35
159
45
－
31
9
43
470
176
176
94
16
2
29
141
4

△ 1
790

6
143
33
157
41
－
28
7
39
454
176
176
93
16
2
28
139
4

△ 1
772

0
1

△ 2
△ 2
△ 4
－

△ 3
△ 2
△ 4
△ 16
0
0

△ 1
0
0

△ 1
△ 2
0
0

△ 18

11
30
97
143
57
25
6

369

3.0
8.1
26.3
38.8
15.4
6.8
1.6
100

■一般行政職の級別職員数の状況

1 級
2 級
3 級
4 級
5 級
6 級
７ 級

計

（平成２3年４月１日現在）
■特別職等の報酬等の状況  

市   長

副市長

教育長

議   長

副議長
　
議   員

市   長
副市長
教育長
議   長
副議長
議   員

※標準的な職務内容とは、それぞれの級の該当する代表的
　な職務です。    
　一般行政職は、税務職、保健師、企業職、
　技能労務職、教育職（幼稚園等）、
　保育士を除いた人数です。 

※人件費には、特別職に支給される給料・報酬等を含んでいます。       
※実質収支とは、歳入額から歳出額を差し引いたものから、繰越事業のための財源を差し引いたもので市の財政状況をお知らせするために掲載しています。 
※普通会計とは、財政統計上用いられる会計の名称で、一般会計の額とは異なります。      

月額　926，000円
　　　　（879，000円）
月額　734，000円
　　　　（704，000円）
月額　665，000円
　　　　（645，000円）

月額　504，000円
　　　　（488，000円）
月額　439，000円
　　　　（425，000円）
月額　407，000円
　　　　（394，000円）

〔支給割合〕

6月期　1 . 4 0月分

12月期　1 . 5 5月分

計　　2 . 9 5月分

区　　分

22年度
H23.3.31現在　
70,358人 291億6,418万4千円 10億3,918万7千円 55億7,313万4千円 19.11％ 19.51％

住民基本台帳人口 歳出額（Ａ） 実質収支 人件費（Ｂ） 22年度の人件費率（Ｂ／Ａ） （参考）21年度の人件費率

113
159

112
81
84

68
65
56

26
8

56歳以上
52歳～55歳
48歳～51歳
44歳～47歳
40歳～43歳
36歳～39歳
32歳～35歳
28歳～31歳
24歳～27歳
20歳～23歳

三豊市職員の給与等の現状
市職員の給与は、人事院の給与勧告やほかの地方自治体との均衡を考慮して、条例で定められています。
市民の皆さんに市職員の給与等の現状を知っていただくため、平成23年4月1日現在の内容をお知らせします。

（平成２3年４月１日現在）

（平成２3年４月１日現在）

■職員給与費の状況（普通会計決算） 

※職員手当には、退職手当は含まれていません。 　※職員数は、平成22年4月1日の現在の普通会計の人数です。

区　分

22年度 25億3,898万1千円 2億4,177万6千円 9億1，787万4千円 36億9,863万1千円 572万5千円

職 員 数（Ａ）
給    料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ）

１人当たり 給与費
 （Ｂ／Ａ）

給　　　与　　　費    

646人

■職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢の状況   

※平均給与は、基本給である給料のほかに扶養手当、住居手当、通勤手当などを含んでいます。 

※人事院勧告などにより、今後変更の場合があります。  

383,417円 45.9歳 304,300円 321,701 円 49.8歳

平均給料月額 平均給与月額 平 均 年 齢 平均給料月額 平均給与月額 平 均 年 齢

一   般   行   政   職 技   能   労   務   職

343,100円三 豊 市

■一般行政職の初任給および経験年数別・学歴別平均給料月額の状況  

（平成２3年４月１日現在）■職員手当の状況  

区　分

172,200円

140,100円

264,900円

254,200円

三　豊　市 三　豊　市
初任給月額

172,200円

140,100円

初任給月額 10年以上15年未満

309,200円

278,800円

15年以上20年未満

359,700円

307,800円

20年以上25年未満

382,200円

357,800円

25年以上30年未満
国

大 学 卒

高 校 卒

区　分

区　分

区　分

期末･勤勉
手　当

1.225月分

1.375月分

2.6月分

0.675月分

0.675月分

1.35月分

同　じ 同　じ

三　　豊　　市

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

国

  6月期

12月期

計

退職手当

23.50月分

33.50月分

47.50月分

59.28月分

30.55月分

41.34月分

59.28月分

59.28月分

同　じ 同　じ

三　　豊　　市

定年前早期退職特例措置（2％～20％加算）

自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年

国

勤続20年

勤続25年

勤続35年

最高限度額

 その他の加算措置

扶養手当

住居手当

通勤手当

基礎控除額
最高支給限度額

 13,000円
 6,500円
 11,000円

1人につき月額5,000円を加算

12,000円
 27,000円

運賃等相当額 （月額55,000円限度額）
通勤距離2ｋｍ以上で距離に応じて

2,000円～24,500円

同　じ 

同　じ 

三　　豊　　市

借家・借間居住者

交通機関利用者
交通用具使用者

国
配偶者 
配偶者以外の扶養親族 
配偶者のない職員の扶養親族のうち1人 
16歳の年度初めから22歳の年度末まで 

　の間にある子 

人事課　 73－3002

▲

問い合わせ

区　分 主　　　　　事
主　任　主　事
副　　主　　任
課長補佐・主任
課長・主幹・課長補佐
次長・事務局長・課長
部 長

※（　）内は平成23年7月1日以降の減額改正後の額です。
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約
半
世
紀
ぶ
り
に

志
々
島
の
だ
ん
じ
り
が
復
活
!!

粟
島
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ

デ
ン
ス
2
0
1
1
秋
の
招
へ
い
芸
術

家
の
成
果
発
表
会
が
、
粟
島
海
洋
記
念

館
周
辺
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

芸
術
家
は
、
9
月
か
ら
4
カ
月
間
粟

島
に
滞
在
し
、
地
域
の
文
化
や
環
境
な

ど
か
ら
ア
イ
デ
ィ
ア
を
得
て
、
創
作
活

動
を
行
い
、
新
た
な
作
品
を
制
作
し
ま

し
た
。
3
人
の
芸
術
家
の
成
果
発
表
会

へ
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
今
月
号
と
一
緒
に
お
届

け
し
て
い
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
2
0
1
3
に

粟
島
が
参
加

平
成
25
年
（
2
0
1
3
年
）
に
開
催
が
予
定
さ
れ

て
い
る
『
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
2
0
1
3
』
に
粟
島

が
参
加
す
る
こ
と
が
、
11
月
9
日
の
瀬
戸
内
国
際
芸

術
祭
実
行
委
員
会
総
会
で
正
式
に
決
定
し
ま
し
た
。

第
1
回
の
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
は
、
昨
年
の
7
月

19
日
か
ら
10
月
31
日
ま
で
、
小
豆
島
・
直
島
・
豊
島
・

男
木
島
・
女
木
島
・
大
島
・
犬
島
（
岡
山
市
）
を
会

場
に
開
催
さ
れ
、
1
0
5
日
間
の
会
期
中
に
約
94
万

人
が
訪
れ
、
予
想
を
大
幅
に
上
回
る
来
場
者
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

第
2
回
芸
術
祭
の
会
場
に
は
、
新
た
に
粟
島
・
伊

吹
島
・
本
島
・
沙
弥
島
の
4
島
が
参
加
。
会
期
も
春

（
3
月
20
日
〜
4
月
21
日
）、
夏
（
7
月
20
日
〜
9
月

1
日
）、
秋
（
10
月
5
日
〜
11
月
4
日
）
と
季
節
ご
と

に
設
け
ら
れ
、
計
1
0
8
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ

ま
す
。

粟
島
で
の
開
催
期
間
や
開
催
方
法
、
参
加
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
な
ど
は
、
今
後
、
島
の
文
化
や
地
域
資
源
、

既
存
イ
ベ
ン
ト
の
特
徴
を
活
か
し
た
方
法
で
考
え
て

い
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

商
工
観
光
課　

☎
73
・
3
0
4
2

◀▲市民との交流の中で新たな作品を創作

第　

回 

粟
島
芸
術
家
村
滞
在
作
家
展

12
月
17
日（
土
）〜
25
日（
日
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

地
域
振
興
課　

☎
73
・
3
0
1
3

▲明治 10年頃の作品と考えられる
天幕と横幕の刺繍

▲釘などを一切使わず
ほぞ穴とくさびだけで固定

幕
な
ど
は
明
治
初
期
の
作

今
回
、
観
音
寺
太
鼓
台
研
究

グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
が
、
瀬
戸

熱
い
思
い
が
重
な
っ
て
復
活

43
年
ぶ
り
に
志
々
島
の
だ
ん

じ
り
が
復
活
し
、
10
月
23
日
、

志
々
島
大
運
動
会
で
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

毎
年
、
志
々
島
の
夏
と
秋
の

祭
り
で
使
わ
れ
て
い
た
だ
ん
じ

り
は
、
昭
和
43
年
頃
を
最
後
に

解
体
し
た
状
態
で
倉
庫
の
中
で

眠
っ
て
い
ま
し
た
。
屋
根
型
の

太
鼓
台
は
高
さ
2
・
3
ｍ
。
明

治
初
期
に
作
ら
れ
た
と
い
う
天

幕
と
横
幕
に
は
豪
華
な
獅
子
の

刺し
し
ゅ
う繍
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
時
、
乗
り
手
の
子
ど
も
た

ち
は
、
だ
ん
じ
り
の
四
本
柱
に

身
体
を
縛
り
つ
け
ら
れ
、
非
常

に
窮
屈
な
姿
勢
で
太
鼓
を
た
た

い
て
い
ま
し
た
。
担
ぎ
手
の「
チ

ョ
ー
サ
、
サ
ー
シ
マ
シ
ョ
」
の

掛
け
声
で
頭
上
高
く
差
し
上
げ

ら
れ
、
放
り
投
げ
る
な
ど
、
荒
々

し
い
祭
り
と
し
て
伝
承
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

3

▲島外から 50人ほどが訪れだんじりを復活

内
海
・
塩
飽
諸
島
な
ど
の
太
鼓

台
を
調
査
・
研
究
し
て
い
る
中

で
、
志
々
島
に
だ
ん
じ
り
が
あ

る
こ
と
を
知
り
、
島
民
の
熱
い

思
い
と
重
な
り
復
活
を
実
現
。

だ
ん
じ
り
の
組
み
立
て
に
は
、

ち
ょ
う
さ
（
太
鼓
台
）
や
だ
ん

じ
り
に
現
役
で
関
わ
っ
て
い
る

人
や
大
工
さ
ん
、
刺
繍
の
専
門

家
な
ど
、
島
外
か
ら
50
人
ほ
ど

が
訪
れ
ま
し
た
。

志
々
島
の
高
島
孝
子
さ
ん

は
「
海
の
中
に
放
り
込
ん
で
賑

や
か
だ
っ
た
昔
を
思
い
出
し
ま

す
。
思
い
が
け
な
く
だ
ん
じ
り

が
見
れ
て
、
と
て
も
嬉
し
い
で

す
」
と
熱
心
に
組
み
立
て
を
見

て
い
ま
し
た
。
ま
た
研
究
グ
ル

ー
プ
代
表
の
尾
崎
明
男
さ
ん
は

「
龍
や
獅
子
な
ど
の
刺
繍
が
施
さ

れ
た
天
幕
は
、
志
々
島
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
も
の
。
色
あ
せ
て
い
ま

す
が
貴
重
な
も
の
で
す
。
島
の

人
に
も
喜
ん
で
い
た
だ
け
た
し
、

研
究
グ
ル
ー
プ
と
し
て
、
太
鼓

台
の
古
い
歴
史
を
、
ま
た
一
つ

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と

感
慨
深
く
話
し
て
い
ま
し
た
。



デイリー版ほっとニュースは市ホームページで

電車でお出かけ楽しいな♪

澄みきった音色が会場を包む

力がはいった足踏み脱穀体験

華麗に舞うみとよの獅子舞 仁尾沖でヨットレースを開催

ありがとうの笑顔が届く

かわいいかかしがお出迎え

被災地からありがとうの手紙

夢中で追いかけたサッカー教室獅子舞が幼稚園にやってきた

白熱したみとよサイクルロード宝山湖
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比地二幼稚園の園児たちが自分で切符を買って電車に乗っ
て出かけました。高瀬駅からみの駅の区間、手を振ったり、景
色を見て楽しみました。

マリンウェーブで Enjoy Brass in みとよが行われました。
市内中学校・高等学校の吹奏楽部を含む 9団体が一堂に会し、
吹奏楽の競演を行い、会場に澄んだ音色が響き渡りました。

財田中小学校で、足踏み脱穀体験が行われ
ました。足踏み脱穀機の作業は踏む足にも持
つ手にも力のいる大変な作業。脱穀したもち
米はみんなでおもちにして食べる予定です。

16チームの獅子舞が出演した ｢みとよ獅子舞フェスティバ
ル 2011」がマリンウェーブで行われ、観客は力強い太鼓や
鐘の音、華麗な獅子の舞いに酔いしれました。

仁尾マリーナ沖で第１回三豊市長杯ヨットレースが開催さ
れ、23艇が出場しました。参加者は、風の向きや強さを考え
ながら、ヨットをたくみに操っていました。

上高瀬小学校の児童が南三陸町志津川小学校へ送った励ま
しのメッセージを貼った旗と手紙のお礼に、旗を囲んだ笑顔
いっぱいの写真とありがとうの手紙が届きました。

朝日山森林公園で恒例の秋まつりが行われました。今
年初めて開催したかかしコンクールには 31体の応募が
あり、どれも個性的な表情でみんなを迎えてくれました。

和光中学校の生徒がいわき市江名中学校に励ましの手紙を
付けて消臭剤を送ったことに対し、お礼状が届き、生徒 1人
ひとりに手渡されました。

恒例の高瀬町内 5歳児のサッカー教室が緑ヶ丘サッカー場で
行われました。子どもたちは全身で秋の風を感じながら、将来
のＪリーガーを夢見て、夢中でボールを追いかけました。

荒魂神社若獅子連が吉津幼稚園を訪れ、獅子舞を披露しま
した。秋まつりでしか見れない獅子に触れたり、親子で太鼓
をたたくなど、子どもたちにとって楽しい 1日となりました。

宝山湖周辺で、みとよサイクルロード宝山湖が開催されました。あいにく
の雨もようでしたが、約 3.5 ｋｍのコースを周回するサイクルロードレース
が行われ、白熱したレースが繰り広げられました。

/
29・30
10 /

3
11
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企業広告を募集します（納税通知書発送用封筒）
平成 24年度の納税通知書発送用封筒への企業広告を募集します。ぜひご利用ください。

掲載位置　 封筒の裏面
掲載枠数　 募集番号ごとに 1枠
規　　格　 縦 6ｃｍ×横 17ｃｍ
刷　　色　 単色刷（黒色）
使用期間　 平成 24年度内の納税通知書発送分

税務課窓口に備え付け（または市ホームペ
ージからダウンロード）の「三豊市納税通
知書用封筒広告掲載申込書」に必要事項を

記入して「事業内容がわかる書類」「広告原稿または広
告イメージ」を添えてお申し込みください。

12月 1日（木）～ 20日（火）

募集
番号 封　筒　名（平成 24年度） 印刷部数

（予定）
当初発送時期
（予定）

最低募集価格
（消費税および地方消費税を含む）

1 固定資産税納税通知書発送用封筒 32,000 枚 4月 1日 67,200 円
2 軽自動車税納税通知書発送用封筒 12,000 枚 5月 1日 25,200 円
3 市・県民税納税通知書発送用封筒 20,000 枚 6月中旬 42,000 円
4 国民健康保険税納税通知書発送用封筒 15,000 枚 7月 1日 31,500 円

11
月
3
日
文
化
の
日
、
秋
の
叙
勲
お
よ
び
危
険
業

務
従
事
者
叙
勲
の
受
章
者
の
発
表
が
あ
り
、
三
豊
市

か
ら
は
次
の
皆
さ
ん
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

おめでとうございますおめでとうございます
◆
旭
日
中
綬
章

　
【
地
方
自
治
功
労
】
組
橋
啓
輔
（
仁
尾
町
）

◆
瑞
宝
小
綬
章

　
【
印
刷
事
業
功
労
】
片
山　

衛
（
三
野
町
）

◆
瑞
宝
双
光
章

　
【
教
育
功
労
】
綾　

弘
文
（
三
野
町
）

　
【
消
防
功
労
】
西
山
義
夫
（
仁
尾
町
）

◆
瑞
宝
単
光
章

　
【
消
防
功
労
】
岩
倉
壽
美
雄
（
山
本
町
）

　
【
消
防
功
労
】
上
田　

護
（
詫
間
町
）

　
【
専
門
工
事
業
務
功
労
】
舩
橋　

渡
（
豊
中
町
）

◆
瑞
宝
双
光
章

　
【
防
衛
功
労
】
小
野
広
美
（
高
瀬
町
）

　
【
警
察
功
労
】
橋
田
義
則
（
山
本
町
）

◆
瑞
宝
単
光
章

　
【
防
衛
功
労
】
白
井
良
孝
（
詫
間
町
）

　
【
防
衛
功
労
】
滝
本
日
出
男
（
豊
中
町
）

　
【
防
衛
功
労
】
土
山
道
義
（
仁
尾
町
）

家
浦
二
頭
獅
子
舞
保
存
会
（
仁
尾
町
）

11
月
17
日
、
地
域
文
化
功
労
者
文
部
科
学
大
臣
表

彰
式
が
行
わ
れ
、
三
豊
市
か
ら
次
の
団
体
が
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

12 月は「地球温暖化防止月間」三豊市エコオフィス計画実施状況をお知らせします平成22年度

「地球温暖化対策の推進に関する法律」により策定した、三豊市エコオフィス計画（地球温暖化
対策実行計画）では、温室効果ガス（二酸化炭素など）の削減を目的として、市役所や市が管理す
る施設の温室効果ガスの排出量を、計画の基準年（平成 18年度）に対して平成 20～ 24年度の 5
年間で 3％削減を目指し、実施しています。

■温室効果ガス排出量および排出状況
◆温室効果ガス排出量は 9,713 トンで、基準年の 0.9％（約
86トン）削減しました。

◆温室効果ガス排出源構成は、電気使用での排出量が全体
の 68.9％を占めています。

◆温室効果ガス排出構成は、二酸化炭素（CO2）が全体の
約 95％を占めています。

◆排出源別温室効果ガス排出量は、基準年と比較してA重
油、灯油、電気、LPGについては減少していますが、軽油、
ガソリン、CO2 以外のガスは増加しています。

◆基準年に対して排出量が増加した要因は、コミュニティ
バスの稼働および運行状況による燃料使用量の増加が挙
げられます。

■温室効果ガス削減の今後の課題
温室効果ガス排出量は、基準年に対して 0.9％削減した
ものの、前年度（平成 21年度）に対しては増加する結果
となりました。
排出源構成では、電気使用によるものが全体の 68.9％を
占め、電気の主な使用用途が空調であることから「空調に
関する運用ルールの設定、明確化」をはじめ、「OA機器・
照明に係わる取り組み」等、電気に係わる取り組みをより
一層強化すると共に、今後も継続的に実施し、定着してい
くことが温室効果ガス削減へ向けた課題となります。

※CO2 以外のガスとはメタン (CH4)・一酸化二窒素 (N2O)・ハイ
ドロフルオロカーボン類 (HFC) です。
　これらのガスは、し尿処理や浄化槽、公用車の走行やカーエア
コンの冷媒漏えい等により発生します。

※四捨五入の関係によ
り、表と円グラフの排
出源の割合が一致しな
い場合があります。

秋
の
叙
勲

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

文
部
科
学
大
臣
表
彰

▲問い合わせ　 税務課　☎ 73－3006

掲載
規格等

申込み
方法等

募集期間
▲問い合わせ　環境衛生課　☎ 73－3007

排出源
平成18年度
（基準年） 平成20年度 平成21年度 平成22年度

排出量 排出量 排出量 排出量 基準年（対比）

A重油 947 902 846 836 -11.7%
灯　油 600 531 603 550 -8.3%
電　気 6,935 6,598 6,510 6,697 -3.4%
LPG 327 311 309 318 -2.7%
軽　油 261 544 526 528 102.3%
ガソリン 229 253 261 257 12.4%
CO2以外※ 501 516 535 526 5.0%
温室効果ガス
合計 9,799 9,656 9,590 9,713 -0.9%

電気
A重油

灯油

軽油

CO2 以外
LPG

ガソリン

68.9%8.6%

5.7%

5.4%

5.4%
3.3%

2.7%

単位：t-CO2

ねんりんピック2011熊本大会に出場
先輩が母校で夢の講話

市民の協力が必要ＬＥＤ街路灯15灯が寄贈される
/
30

10

/
16

10

/
27

10

/
1

11
香川県代表として卓球の部に三野町の小野壽一さん、守長
久男さん、石川喜代子さん、高瀬町の安藤文嘉さんが出場し
ました。日ごろの練習の成果を十分に発揮し、好成績を収め
ました。

香川大学学長の長尾省吾氏が、母校の大見小学校を訪れま
した。「希望を持ち続けていれば、夢はかなえられる」と話
され、子どもたちは目を輝かせて聞いていました。

学習院大学大学院の安藤正人教授を招いて、文書館開館記念
講演会を開催しました。「文書の収集には市民の協力が必要で、
どう集めてどう保存していくかが、大きな課題」と話されました。

四国電力観音寺営業所の津森所長から街路灯の寄贈目録が
副市長に手渡されました。地域貢献活動の一環で寄贈された
街路灯は、市内各所に設置する予定です。
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国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

保
険
料
の
免
除
期
間
・
納
付
猶
予
期
間
が

あ
る
人
へ
《
追
納
を
お
す
す
め
し
ま
す
！
》

勤
務
先
を
退
職
し
た
人
は
、
国
民
年
金
の

手
続
き
を
お
忘
れ
な
く
!

保
険
料
の
収
納
業
務
を
民
間
へ

委
託
し
て
い
ま
す

保
険
料
納
付
が
困
難
な
場
合
、

退
職（
失
業
）に
よ
る
特
例
免
除
が
あ
り
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
（
全
額
免
除
・
一
部
納
付
）・
若

年
者
納
付
猶
予
・
学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
た
期
間
が
あ

る
場
合
は
、
保
険
料
を
全
額
納
め
た
と
き
よ
り
も
老
齢
基
礎
年

金
の
受
け
取
り
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
を
増
額
す
る
た
め
に
、
こ
の

期
間
の
保
険
料
を
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る

（
追
納
）
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
免
除
等
の
承
認
を
受
け
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起

算
し
て
3
年
度
目
以
降
に
追
納
す
る
と
、
当
時
の
保
険
料
額
に

一
定
の
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

追
納
を
希
望
す
る
人
は
、
印
鑑
を
持
っ
て
市
民
課
ま
た
は
各

支
所
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

国
内
に
住
所
の
あ
る
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
人
は
、
国
民
年

金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
厚
生
年
金
保
険

や
共
済
組
合
な
ど
に
加
入
し
て
い
る
人
は
、
自
動
的
に
国
民
年

金
の
第
2
号
被
保
険
者
に
加
入
し
て
い
ま
す
。

会
社
を
退
職
し
た
時
は
、
国
民
年
金
第
1
号
被
保
険
者
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
扶
養
し
て
い
る
配
偶
者
が
い
る
場
合
は
、
配

偶
者
も
国
民
年
金
の
加
入
種
別
が
第
3
号
被
保
険
者
か
ら
第
1

号
被
保
険
者
に
変
わ
り
ま
す
。

国
民
年
金
第
1
号
被
保
険
者
に
な
っ
た
時
は
届
け
出
が
必
要

で
す
の
で
、
年
金
手
帳
、
印
鑑
、
退
職
し
た
日
が
わ
か
る
証
明

書
を
持
っ
て
、
市
民
課
ま
た
は
各
支
所
で
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

過
去
2
年
以
内
の
国
民
年
金
加
入
期
間
の
う
ち
、
保
険
料
納

付
の
確
認
が
で
き
な
い
期
間
が
あ
る
場
合
は
、
次
の
委
託
事
業

者
か
ら
電
話
や
文
書
・
個
別
訪
問
に
よ
り
納
付
の
ご
案
内
を
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
国
が
行
っ
て
い
た
国
民
年
金
保
険
料
の
収
納
業
務
の

一
部
を
民
間
業
者
に
委
託
し
た
も
の
で
、
低
コ
ス
ト
で
よ
り
良

い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

保
険
料
免
除
制
度
は
、
前
年
の
所
得
を
も
と
に
審
査
し
ま
す

が
、
前
年
度
ま
た
は
当
年
度
に
会
社
を
離
職
し
、
失
業
し
て
い

る
こ
と
が
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
で
確
認
で
き
る
場
合
は
、

特
例
的
に
本
人
の
所
得
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、保
険
料
免
除
（
全

額
、
4
分
の
3
、
半
額
、
4
分
の
1
）
が
認
め
ら
れ
ま
す
。（
た

だ
し
、
配
偶
者
や
世
帯
主
に
所
得
が
あ
る
と
き
は
保
険
料
免
除

が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
）

保
険
料
免
除
を
希
望
す
る
人
は
「
国
民
年
金
保
険
料
免
除
・

納
付
猶
予
申
請
書
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。
雇
用
保
険
受
給
資

格
者
証
等
の
写
し
、
印
鑑
を
持
っ
て
、
市
民
課
ま
た
は
各
支
所

で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

市
民
課　

☎
73
・
3
0
0
5

　

善
通
寺
年
金
事
務
所  

☎
0
8
7
7（
6
2
）1
6
6
0

事
業
者
名　
（
株
）
オ
リ
エ
ン
ト
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

電
話
番
号　

  

0
1
2
0
（
2
1
7
）
7
3
6

　
　
　
　

      

0
9
3
（
5
6
3
）
6
1
1
7

善
通
寺
年
金
事
務
所
が
委
託
し
て
い
る
事
業
者

※
民
間
委
託
に
つ
い
て
は
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

　

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.nenkin.go.jp/

所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
e-

T
a
x
で
!!

タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
で
検
索
を

ご
存
知
で
す
か
？
公
売

平
成
24
年
度
は
固
定
資
産
税
の
評
価
替
え
の
年
で
す

公
的
年
金
等
を
受
給
さ
れ
て
い
る
人
へ

　

〜
平
成
23
年
度
税
制
改
正
の
お
知
ら
せ
〜

和気あいあいとスポーツ大会開催
６年連続７度目の全国選手権出場

英語弁論大会で全国大会出場決定！三豊市隣保館人権・同和問題講演会開催
/
8

10

/
27

10

/
30

10

/
16

11

第 6回三豊市障害者スポーツ大会が三豊市総合体育館で開
催され、約 200 人が参加しました。フライングディスクや
輪投げ競技などで和気あいあいと交流を深めました。

第 90回全国高校サッカー選手権大会県予選で優勝した香
川西高等学校サッカー部が市長を表敬訪問しました。キャプ
テンの松本壮太さん（3年）は「ベスト 4を目指して頑張り
ます」と活躍を誓いました。

第 63回全日本中学校英語弁論大会県大会弁論の部が行われ、
福田鈴奈さん（高瀬中学校 3年）と、真鍋菜摘さん（仁尾中学校
3年）が入賞し、東京で開催の決勝予選大会へ出場が決まりました。

2011年度隣保館人権・同和問題講演会が高瀬町農村環境改
善センターで開催され、みえ人権教育・啓発研究会代表の松
村智広氏が「あした元気になあれ」と題した講演を行いました。

ご
利
用
い
た
だ
く
と
次
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

①
本
人
の
電
子
署
名
お
よ
び
電
子
証
明
書
を
付

け
て
、
期
限
内
に
行
う
と
所
得
税
額
か
ら
最

高
4,
0
0
0
円
の
税
額
控
除
が
あ
り
ま
す
。

（
平
成
19
年
分
か
ら
24
年
分
の
間
で
1
回
）

②
医
療
費
の
領
収
書
や
源
泉
徴
収
票
な
ど
の
提

出
が
省
略
出
来
ま
す
。

③
還
付
申
告
は
早
く
処
理
さ
れ
ま
す
。

④
24
時
間
い
つ
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

⑤
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.nta.

go.jp/

の
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

を
利
用
し
て
、
自
宅
か
ら
申
告
で
き
ま
す
。

作
成
コ
ー
ナ
ー
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

　

☎
0
5
7
0
・
0
1
5
9
0
1

操
作
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

※
ご
利
用
に
際
し
て
は
、
電
子
証

明
書
の
取
得
（
手
数
料
が
必
要
）

や
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
の

購
入
な
ど
、
事
前
準
備
が
必
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

観
音
寺
税
務
署 

☎
25
・
2
1
9
1

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
の
合
計
額
が
4
0
0
万
円
以
下

（
複
数
か
ら
受
給
さ
れ
て
い
る
場
合
は
そ
の
合
計
額
）
で
、
か
つ
、

公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所
得
金
額
が
20
万
円
以
下

で
あ
る
場
合
に
は
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
必
要
が
な
く

な
り
ま
し
た
。

※
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
た
め
の
確
定
申
告
書
は
提
出
す
る

　

こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

観
音
寺
税
務
署 

☎
25
・
2
1
9
1

タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
は
、
国
税
に
関
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
の
税
務
相
談
室
で
す
。
よ
く
あ
る
質
問
に
対
す
る
回
答
を
税

金
の
種
類
ご
と
、
ま
た
キ
ー
ワ
ー
ド
で
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
パ
ソ
コ
ン
、
携
帯
電
話
か
ら
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.nta.go.jp/taxansw

er/

▼
問
い
合
わ
せ　

観
音
寺
税
務
署 

☎
25
・
2
1
9
1

公
売
と
は
、
国
税
庁
又
は
税
務
署
が
差
し
押
さ
え
た
財
産
を

滞
納
国
税
に
充
て
る
た
め
、
広
く
不
特
定
多
数
の
買
受
人
を
募

り
、
入
札
ま
た
は
競
り
売
り
に
よ
っ
て
売
却
す
る
こ
と
で
す
。

公
売
で
は
、
買
受
後
の
返
品
が
認
め
ら
れ
な
い
ほ
か
、
品
質
・

機
能
に
つ
い
て
保
証
が
な
い
た
め
、
一
般
的
に
市
場
価
格
よ
り

低
い
見
積
価
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
公
売
財
産
や
公
売
予
定
日
等
、
詳
細
に
つ
い
て
は
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
公
売
情
報http://w

w
w
.koubai.nta.         

go.jp/

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

観
音
寺
税
務
署 

☎
25
・
2
1
9
1

課
税
対
象
の
土
地
と
家
屋
は
、
3
年
ご
と
に
評
価
を
見
直
す

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
平
成
24
年
度
は
評
価
替
え
の
年
で
す
。

ま
た
、
固
定
資
産
税
は
1
月
1
日
が
課
税
の
基
準
日
で
す
。

土
地
の
用
途
変
更
、
家
屋
の
新
築
や
増
築
、
取
り
壊
し
が
あ
っ

た
場
合
は
税
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

税
務
課 

☎ 

73
・
3
0
0
6

e-Tax に関する情報サイト

※
確
定
申
告
書
が
不
要
な
場
合
で
も
、
住
民
税
の
申
告
は
必
要

　

で
す
。
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平
成
24
年
度　

三
豊
市
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
入
会
案
内

▼
問
い
合
わ
せ　

子
育
て
支
援
課　

73
・
3
0
1
6

センター

▼
問
い
合
わ
せ

少
年
育
成
セ
ン
タ
ー　
☎
62
・
1
1
1
5

少年相談コーナー

☎62・1116
気軽に相談を！

しん　こ　きゅう

「心子救」

発
達
障
が
い
に
つ
い
て

知
っ
て
く
だ
さ
い（
３
）

▼
問
い
合
わ
せ　
福
祉
課　
　
　
　

☎
73
・
3
0
1
5

　
　
　
　
　
　
　

子
育
て
支
援
課　
☎
73
・
3
0
1
6

　
　
　
　
　
　
　

学
校
教
育
課　
　

☎
62
・
1
1
3
9

大
人
の
発
達
障
が
い
の
特
性

　

発
達
障
が
い
の
中
に
は
、
大
人
に
な
っ
て
気
づ
く
場
合
が

あ
り
ま
す
。
一
見
し
て
ど
ん
な
こ
と
で
困
っ
て
い
る
の
か
、

わ
か
ら
な
い
た
め
、
本
人
の
努
力
不
足
で
あ
る
と
か
、
性
格

の
偏
り
な
ど
と
捉
え
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
、
対
人
関

係
で
つ
ま
ず
い
た
り
、
転
職
を
繰
り
返
し
た
り
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

例
え
ば
・
・
・

他
に
も
こ
ん
な
特
性
が
あ
り
ま
す
・
・
・

　

周
り
の
空
気
を
読
む
こ
と
が
で
き
な
い
／
臨
機
応
変
の
判

断
が
難
し
い
／
人
と
の
物
理
的
心
理
的
距
離
感
が
わ
か
ら
な

い
／
自
分
流
の
ル
ー
ル
で
生
き
て
い
る
／
口
頭
で
の
指
示
を

理
解
す
る
こ
と
が
苦
手
／
部
分
に
こ
だ
わ
り
全
体
を
見
よ
う

と
し
な
い
な
ど

　
　

　

発
達
障
が
い
を
持
つ
子
ど
も
や
人
達
に
は
、
周
り
の
人
の

気
づ
き
と
正
し
い
理
解
、
途
切
れ
な
い
支
援
が
必
要
で
す
。

大
切
な
こ
と
は
、
ど
ん
な
こ
と
が
で
き
て
、
何
が
苦
手
な
の

か
、
ど
ん
な
素
敵
な
面
を
持
っ
て
い
る
の
か
と
い
っ
た
「
そ

の
子
」「
そ
の
人
」
自
身
に
目
を
向
け
る
こ
と
で
す
。
そ
し

て
、
一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た
支
援
が
あ
れ
ば
、
誰
も
が
自
分

ら
し
く
自
分
自
身
の
人
生
を
み
ん
な
と
一
緒
に
生
き
て
い
け

る
の
で
す
。

指
示
さ
れ
な
い
と
動
け
な
い
・
・
・
自
分
か
ら
何
を
し

た
ら
い
い
の
か
を
聞
く
こ
と
が
で
き
な
い
。

融
通
が
利
か
な
い
・
・
・
急
な
予
定
変
更
を
言
わ
れ
て

も
対
応
が
で
き
な
い
。

仕
事
の
優
先
順
位
が
わ
か
ら
な
い
・
・
・
色
々
な
情
報

や
課
題
を
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

● 

対　

象

　

保
護
者
が
就
労
等
に
よ
り
昼
間
家
庭
に
い
な
い
現
在
小
学

校
1
・
2
年
生
と
来
春
新
入
学
予
定
の
児
童

※
上
学
年
（
4
年
生
以
上
）
で
あ
っ
て
も
児
童
の
生
活
環
境

　

や
発
達
状
況
等
に
よ
り
、
受
け
入
れ
が
必
要
な
場
合
も
対

　

象
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
聞
き
取
り
等
を
す
る
場
合
が
あ

　

り
ま
す
。

● 

申
請
書
配
布
場
所

　

各
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
・
子
育
て
支
援
課
・
各
支
所

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ト
ッ
プ
↓
暮
ら
し
の
情
報
↓
子
育
て
支

援
↓
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
）

● 

入
会
申
請
に
必
要
な
書
類

・
入
会
申
請
書
･
･
･
児
童
1
人
に
つ
き
1
枚

・
児
童
家
庭
調
査
票
･
･
･
1
世
帯
に
つ
き
1
枚

・
就
労
証
明
書
ま
た
は
就
労
予
定
書
･
･
･
保
護
者
（
父
母

　

等
）
※
就
労
予
定
者
の
場
合
は
、
承
認
期
間
を
承
認
か
ら

　

3
カ
月
と
し
ま
す
。

・
保
険
加
入
意
思
表
示
書
･
･
･
児
童
1
人
に
つ
き
1
枚

・
そ
の
他
添
付
書
類
･
･
･
「
保
護
者
等
が
病
気
療
養
中
」

　

「
母
親
が
出
産
」
等
の
場
合
は
診
断
書
写
し
、
母
子
手
帳

　

の
写
し
等
証
明
で
き
る
書
類

● 

申
請
に
あ
た
っ
て
の
注
意
事
項

・
就
労
証
明
書
等
必
要
書
類
が
添
付
さ
れ
て
い
な
い
申
請
書

は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。
締
切
日
に
は
添
付
書
類
も
揃

っ
て
い
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
余
裕
を
持
っ
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
申
請
書
等
の
受
理
後
、

内
容
を
審
査
確
認
し
て

「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

入
会
承
認
通
知
書
」
を

交
付
し
ま
す
。

・
保
育
料
に
未
納
が
あ
る

場
合
は
、
承
認
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

● 

開
設
日

　

月
〜
土
曜
日
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
。
夏
・
冬
・
春

休
み
の
長
期
休
業
中
も
開
設
し
ま
す
）

● 

開
設
時
間

　

平
常
登
校
日　
　
　
　
　

放
課
後
〜
午
後
6
時

　

土
曜
日
・
長
期
休
業
日　

午
前
8
時
〜
午
後
6
時

※
実
情
に
応
じ
て
延
長
保
育
も
実
施
し
ま
す
。

● 

保
護
者
負
担
金

　

月
額　

3
，
0
0
0
円
（
通
年
利
用
の
場
合
）

● 

申
請
書
提
出
先

　

子
育
て
支
援
課
ま
た
は
各
支
所

　

携
帯
電
話
等
の
有
害
情
報
に
ま
つ
わ
る
問
題
が
ま
す
ま
す
複

雑
化
・
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
携
帯
電
話
等
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ト
に
よ
り
、

平
成
22
年（
1
年
間
）に
1,
2
3
9
人
の
児
童
が
被
害
に
あ
っ

て
い
ま
す
。
犯
行
動
機
は
、
そ
の
7
割
が
性
交
目
的
で
す
。
※
1

　

県
内
の
児
童
や
生
徒
の
携
帯
電
話
等
の
所
持
状
況
は
、
小
学

6
年
生
19
％
、
中
学
3
年
生
37
％
、
高
校
3
年
生
の
98
％
が
自

分
専
用
の
携
帯
電
話
を
所
持
等
し
て
い
ま
す
。
※
2

　

ま
た
、
ゲ
ー
ム
機
に
つ
い
て
も
、
小
中
学
生
全
体
の
7
割
が

個
人
所
有
、
家
族
と
の
共
有
を
含
め
る
と
ほ
ぼ
1
0
0
％
に
近

い
所
有
率
に
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
ゲ
ー
ム
の
開
始
時
期
に

つ
い
て
は
、
小
学
校
入
学
前
が
4
割
で
、
就
学
前
に
ゲ
ー
ム
を

使
用
し
始
め
る
傾
向
が
年
々
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
※
3　

　

さ
ら
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
な
が
る
新
た
な
ツ
ー
ル

（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
）
の
普
及
に
伴
い
、
新
た
な
問
題
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

　

今
ま
さ
に
、
子
ど
も
た
ち
を
被
害
者
に
も
、
加
害
者
に
も
さ

せ
な
い
た
め
の
、
喫
緊
の
対
応
・
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

※

1　

平
成
23
年
5
月
警
察
庁
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ト
に
起
因
す
る
児
童

　

被
害
の
事
犯
に
係
る
調
査
分
析
に
つ
い
て
」

　

よ
り

※

2　

平
成
23
年
5
月
香
川
県
教
育
委
員
会

　
「
学
校
に
お
け
る
携
帯
電
話
等
の
取
扱
に
関

　

す
る
調
査
結
果
に
つ
い
て
」
よ
り

※

3　

平
成
23
年
2
月
香
川
県
教
育
セ
ン
タ

　

ー
「
ゲ
ー
ム
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
依
存
と

　

そ
の
克
服
」
よ
り

FAX
送って！

テーブル
拭いて！

そんなにたくさん
一度に言われたら、
何からしていいのか
わからない。

どうすれば
いいんだろう。
誰か何か言って
くれないかなあ

こちらが
先です。

　あれっ？
「ちょっと変だな」の
サインを見逃さない

▼
問
い
合
わ
せ

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
介
護
保
険
課
内
）
☎
73
・
3
0
1
7

み
ん
な
元
気
に

健
康

情
報

　

昔
か
ら
の
こ
と
わ
ざ
「
腹
八
分
目
に
医
者
い
ら
ず
」
は
、
学

術
的
に
も
そ
の
効
果
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

満
腹
に
な
る
と
、
血
液
中
の
か
ら
だ
を
守
る
役
割
が
あ
る
白

血
球
も
満
腹
に
な
り
、
ば
い
菌
や
が
ん
細
胞
を
あ
ま
り
食
べ
な

い
た
め
免
疫
力
が
落
ち
る
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
腹
八
分
目
に

食
べ
て
い
る
と
、
血
液
中
の
白
血
球
も
空
腹
に
な
り
バ
イ
菌
や

が
ん
細
胞
を
よ
く
食
べ
免
疫
力
が
上
が
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

年
末
年
始
は
お
い
し
い
も
の
を
食
べ
る
機
会
が
増
え
ま
す
が
、

満
腹
に
な
る
ま
で
食
べ
る
こ
と
を
控
え
、
腹
八
分
目
を
意
識
し

て
み
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
1
日
に
数
回
は
空
腹
に
な
る
こ
と

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

認
知
症
は
、
早
期
に
発
見
し
て
治
療
や
適
切
な
ケ
ア
を
行
え

ば
、
症
状
を
軽
減
し
た
り
、
悪
化
を
あ
る
程
度
防
ぐ
こ
と
の
で

き
る
病
気
で
す
。
ま
た
、

他
の
病
気
が
原
因
で
認

知
症
の
症
状
が
出
て
い

る
場
合
は
、
そ
の
病
気

を
治
療
す
る
こ
と
で
、

よ
く
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　

早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
す
る
か
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

健
康
課　

☎
73
・
3
0
1
4

腹
八
分
目
に
医
者
い
ら
ず

認
知
症　

早
め
に
相
談
す
る
こ
と
が
何
よ
り
大
切
！

子
ど
も
た
ち
を
被
害
者
に
も
、
加
害
者
に
も
さ
せ
な
い

た
め
に
・
・
・

急いでいるので
こっちを
先にして！

大
切
な
こ
と

● 

申
請
期
間

　
　

新
1
〜
3
年
生

　
　

12
月
1
日
（
木
）
〜
28
日
（
水
）

　
　

新
4
〜
6
年
生

　
　

平
成
24
年
1
月
16
日
（
月
）
〜
27
日
（
金
）

※
午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
5
時
15
分
ま
で
と
し
、
土
曜
・

　

日
曜
・
祝
日
は
除
き
ま
す
。

※
期
間
終
了
後
の
申
請
に
つ
い
て
は
、
ご
要
望
に
お
応
え
で

　

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
申
請
期
間
内
に
申

　

請
し
て
く
だ
さ
い
。

コピー
とって！
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▼
問
い
合
わ
せ　

人
権
課　

☎
73
・
3
0
0
8

▼
問
い
合
わ
せ

　

三
豊
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局　

☎
73
・
3
0
0
0

　

三
豊
市
農
業
委
員
会
事
務
局　
　
　

☎
73
・
3
0
4
6

▼
問
い
合
わ
せ

　

高
松
法
務
局
人
権
擁
護
部　

☎
0
8
7
（
8
1
5
）
5
3
1
1

色
の
見
え
方
〜
色
覚
障
が
い
者
へ
の
配
慮
〜

　

「
人
権
侵
害
な
ん
か
し
て
い
な
い
」
「
さ
れ
て
も
い
な
い
か

ら
関
心
が
な
い
」
と
考
え
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

で
も
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
視
覚
障
害
者
用
点
状
ブ
ロ
ッ
ク
の

上
に
自
転
車
や
バ
イ
ク
が
停
め
ら
れ
て
い
た
り
、
店
の
看
板
や

ゴ
ミ
袋
が
置
か
れ
て
い
た
り
す
る
の
を
見
か
け
ま
す
。
視
覚
障

が
い
者
に
は
大
変
危
険
な
事
で
す
が
、
置
い
て
い
る
人
は
ほ
と

ん
ど
無
意
識
に
置
い
て
い
ま
す
。
人
権
侵
害
は
多
く
の
場
合
、

無
意
識
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
意
識
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
人
権
週
間
は
そ
ん
な
こ
と
を
意
識
す
る
と
き
で

す
。

じ
ん
け
ん
探
訪
20

み
ん
な
で
築
こ
う　

人
権
の
世
紀

12
月
4
日
か
ら
10
日
は
人
権
週
間
で
す

● 

ト
イ
レ
表
示
見
づ
ら
い

　

色
の
見
え
方
（
色
覚
）
は
人
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
赤
や

緑
が
暗
く
沈
ん
だ
こ
げ
茶
色
に
見
え
る
の
が
色
覚
障
が
い
で

す
。
ト
イ
レ
の
表
示
が
女
性
ト
イ
レ
の
場
合
は
赤
で
表
示
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
色
覚
障
が
い
者
に
は

男
性
ト
イ
レ
（
黒
や
青
）
と
の
識
別

が
困
難
で
す
。
形
を
は
っ
き
り
さ
せ
、

男
・
女
と
文
字
で
表
示
す
る
な
ど
だ

れ
に
も
分
か
り
や
す
い
配
慮
が
求
め

ら
れ
ま
す
（
写
真
は
神
奈
川
県
「
色

使
い
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
よ
り
）。

● 

男
性
20
人
に
1
人

　

色
覚
障
が
い
者
は
日
本
人
男
性
で
は
約
20
人
に
1
人
、
女
性

は
約
5
0
0
人
に
1
人
の
割
合
で
、
か
な
り
多
く
見
ら
れ
ま
す

（
文
部
科
学
省
「
色
覚
に
関
す
る
指
導
の
資
料
」
よ
り
）。
学
校

生
活
で
は
ほ
ぼ
支
障
が
な
い
の
で
、
小
学
校
入
学
前
の
色
覚
検

査
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
が
、
各
ク
ラ
ス
に
必
ず
色
覚
障
が
い
の

生
徒
が
い
る
も
の
と
し
て
、
文
部
科
学
省
は
次
の
よ
う
な
配
慮

を
求
め
て
い
ま
す
。
板
書
は
だ
れ
も
が
認
識
で
き
る
よ
う
に
▽

白
や
黄
な
ど
の
チ
ョ
ー
ク
を
用
い
る
▽
大
切
な
こ
と
は
赤

チ
ョ
ー
ク
で
な
く
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
を
つ
け
た
り
囲
み
を
つ
け

る
▽
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
は
青
や
黒
の
マ
ー
カ
ー
を
利
用
す
る
▽

図
画
な
ど
で
は
色
使
い
だ
け
で
評
価
せ
ず
態
度
な
ど
総
合
評
価

を
す
る
な
ど
。

● 

運
転
免
許
も
取
れ
る

　

現
在
は
運
転
免
許
も
取
得
で
き
ま
す
。
明
る
さ
は
は
っ
き
り

識
別
で
き
る
の
で
信
号
機
の
右
ラ
ン
プ
が
明
る
い
場
合
は
「
止

ま
れ
」（
赤
信
号
）、
左
端
な
ら
「
す
す
め
」（
緑
信
号
）
と
分

か
り
ま
す
。
色
覚
障
が
い
者
を
採
用
で
排
除
す
る
企
業
が
あ
り

ま
す
が
、
配
慮
が
あ
れ
ば
問
題
は
か
な
り
解
決
す
る
の
で
、
厚

生
労
働
省
は
労
働
安
全
衛
生
規
則
等
を
改
正
し
て
色
覚
検
査
を

採
用
時
の
健
康
診
断
で
行
わ
な
い
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。

　

身
の
回
り
で
も
身
近
な
所
に
配
慮
が
見
ら
れ
ま
す
。
テ
レ
ビ

の
リ
モ
コ
ン
で
は
、
赤
ボ
タ
ン
に
は
「
赤
」、
緑
ボ
タ
ン
に
は

「
緑
」
な
ど
、
色
の
名
前
を
文
字

で
表
記
し
て
だ
れ
も
が
間
違
わ
な

い
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
写
真
下
）
こ
の
よ
う
な
色
覚
障

が
い
者
に
対
す
る
配
慮
は
、
改
正

障
害
者
基
本
法
の
施
行
に
よ
っ
て

さ
ら
に
広
が
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

三豊市企業人権・同和推進協議会への加入推進
　企業の人権啓発を図り、人権尊重社会実現のため「三豊市
企業人権・同和推進協議会」を設立しています。企業内での
取り組みや啓発が社会的評価を得ることとなり、企業の信用
度、イメージアップにつながります。ぜひ、ご加入ください。

　総会、研修会・講演会、交流会、啓発資料の配布等

　　　　　1企業につき 1,000 円

　　　　　　　商工観光課へご相談ください
▼問い合わせ　商工観光課　☎73－3042

▼問い合わせ　総務課　☎73－3000

主な活動内容

加入手続き

年会費

「
人
権
侵
害
な
ん
か
し
て
い
な
い
」
「
さ
れ
て
も
い
な
い
か

ら
関
心
が
な
い
」
と
考
え
て
い
ま
せ
ん
か
。

み
ん
な
で
築
こ
う

人
権
の
世
紀

12
月
4
日
か
ら
10
日
は
人
権
週
間
で
す

〜
考
え
よ
う 

相
手
の
気
持
ち

　
　
　
　

 

育
て
よ
う 

思
い
や
り
の
心
〜

【
人
権
週
間
に
関
す
る
主
な
行
事
】

◆
人
権
・
法
律
な
ん
で
も
相
談
所

日　

時　

12
月
4
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

場　

所　

高
松
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
「
ま
な
び
Ｃ
Ａ
Ｎ
」

相
談
員　

弁
護
士
、
人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局
職
員

　
◆
四
国
一
斉
12
時
間
電
話
人
権
相
談

日　

時　

12
月
5
日
（
月
）
午
前
9
時
〜
午
後
9
時

電　

話　

 　

0
1
2
0
（
4
5
9
）
7
3
7

相
談
員　

人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局
職
員

　
◆
み
ん
な
で
考
え
る
人
権
の
つ
ど
い

日　

時　

12
月
10
日
（
土
）
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

場　

所　

サ
ン
ポ
ー
ト
ホ
ー
ル
高
松
4
階
第
1
小
ホ
ー
ル

内　

容　

人
権
講
演
会
・
小
中
高
校
生
に
よ
る
人
権
劇
な
ど

　

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
毎
年
1
月
1
日
現
在
の
農
業
委
員

会
委
員
選
挙
人
名
簿
調
製
の
た
め
、
登
載
申
請
書
を
1
月
10
日

ま
で
に
農
業
委
員
会
を
通
じ
て
提
出
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

登
載
申
請
書
は
、
農
業
委
員
会
で
審
査
・
判
断
を
行
っ
た
あ

と
、
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
い
て
名
簿
調
製
を
行
い
ま
す
。
選

挙
人
名
簿
に
登
載
さ
れ
て
い
な
い
と
投
票
も
リ
コ
ー
ル
請
求
も

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
次
の
資
格
要
件
に
該
当
す
る
人
は
申
請
忘

れ
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
登
載
申
請
書
が
お
手
元
に
届
か
な
い
等
ご
不
明
な
点

が
あ
れ
ば
、
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
ま
た
は
農
業
委
員
会
事

務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　● 

選
挙
人
名
簿
登
録
資
格
要
件

①
平
成
24
年
1
月
1
日
現
在
で
三
豊
市
に
住
所
を
有
す
る
人

②
平
成
24
年
3
月
31
日
現
在
で
年
齢
が
満
20
歳
以
上
の
人

③
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

　
（
ア
）
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕
作
し
て
い
る
人

　
（
イ
）
ア
の
同
居
の
親
族
ま
た
は
そ
の
配
偶
者
で
、
年
間
お

　
　
　
　

お
む
ね
60
日
以
上
耕
作
し
て
い
る
人

　
（
ウ
）
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕
作
し
て
い
る
農
業
生
産

法
人
の
組
合
員
、
社
員
ま
た
は
株
主
で
、
年
間
お
お

む
ね
60
日
以
上
耕
作
し
て
い
る
人
（※

農
業
生
産
法

人
の
場
合
の
申
請
は
、
様
式
が
異
な
り
ま
す
）

　
　● 

提
出
方
法

　

関
係
世
帯
に
送
付
す
る
登
載
申
請
書
に
必
要
事
項
を
ご
記
入

の
上
、
同
封
の
返
信
用
封
筒
に
て
郵
送
し
て
い
た
だ
く
か
、
直

接
農
業
委
員
会
ま
た
は
各
支
所
へ
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※

登
載
申
請
書
は
、
12
月
に
関
係
世
帯
へ
送
付
し
ま
す
。

3災害に備えて 津波
Q. 津波の高さ○mと予報される場合、どこの地点で言うのですか？
A. 津波情報の中で発表している「予想される津波の高さ」は、海岸
線での値であり、津波予報区における平均的な値です。なお、「津波
の高さ」とは、津波がない場合の潮位（平常潮位）から、津波によっ
て海面が上昇したその高さの差を言います。
※最大津波水位＝（満潮時等の水位＋津波の高さ）

● 

提
出
期
限

　

平
成
24
年
1
月
10
日
（
火
）
必
着

※

期
限
厳
守
で
お
願
い
し
ま
す
。

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
書　
1
月
10
日
ま
で
の
提
出
に
ご
協
力
を

【現在運用されている警報・注意報の基準】
種　類

大津波

津波

発 表 基 準 解　　　説
津
波
警
報

津　波
注意報

予想される津波の高さが高いところで
3ｍ以上である場合

予想される津波の高さが高いところで
0.2ｍ以上1ｍ未満である場合であって
津波による災害のおそれがある場合

予想される津波の高さが高いところで
1ｍ以上３ｍ未満である場合

高いところで 3ｍ程度以上の津波が予想
されますので、厳重に警戒してください

高いところで 2ｍ程度以上の津波が予想
されますので、警戒してください

高いところで 0.5ｍ程度以上の津波が予想
されますので、注意してください

※加入建設工事業者（土木一式、建築一式、舗装、水道施設の
各工事）を対象に、三豊市建設工事指名競争入札参加資格審
査において、市独自の評価点が加算されます。詳しくは管財
課☎73－3003 へお問い合わせください。

満潮時の場合

※気象庁では東日本大震災を踏まえ、津
波警報の検証と改善に取り組んでいま
す。左記の発表基準などは、変更され
る場合があります。
※津波は繰り返しおそってきます。第 1
波をやりすごしても、第 2波、第 3波
の方が大きな場合もありますので、安
全が確認されるまでは沿岸部に近づか
ず、まずは高台などへ逃げましょう。
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年末年始業務のお知らせ
市役所、市の関連施設は、年末年始の期間、下記のとおりお休みします。

※その他の施設については、早めに各施設にお問い合わせください。

施設・業務・問い合わせ先等 休 業 日 等

各
支
所

市
役
所

文
化
施
設

ス
ポ
ー
ツ
施
設

そ
の
他

病　

院

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

ご
み
収
集

野
犬

引
取
り

し
尿
汲
み
取
り

水　
道

山本(☎63-1000)、三野(☎73-3111)、豊中(☎62-1000)
詫間(☎83-3111)、仁尾(☎82-5100)、財田(☎67-0100)

永康病院(☎83-3001)　※急患は受け付けますのでお問い合わせくださ
　　　　　　　　　　　　い。

12月30日（金）～1月3日（火）まで運休します。（ただし、詫間線・荘内線は12月30日（金）・31日（土）も運行し
ます）
◆問い合わせ　地域振興課（☎73－3013）
◆委 託 業 者　高瀬線北コース・高瀬線南コース・高瀬仁尾線（鴨田タクシー（株）☎72-2121）、山本線（イロハタ
　クシー（有）☎25-1682）、三野線（（有）さくらタクシー☎72-5048）、財田高瀬線・高瀬観音寺線・財田観音寺線
　２号車（本山タクシー（株）☎62-2128）、詫間線１号車・詫間線２号車・荘内線（（有）浦島観光☎84-6240）、詫
　間三野線（(有)詫間交通☎83-3136）、豊中仁尾線・仁尾線（(株）河田タクシー☎24-2918）、財田観音寺線１号
　車（(有)双葉タクシー☎67-2076）

12月31日(土)～1月3日(火)まで、市内全域でごみ収集を休止します。年始は1月4日（水）から通常どおり収集し
ます。
◆問い合わせ　環境衛生課（☎73-3007）または各支所

年内は12月27日(火)まで、年始は1月4日(水)から平常業務となります。
◆問い合わせ　環境衛生課（☎73-3007）または各支所

年内に汲み取りを希望する人は、次の日付までに居住地域の委託業者へお申し込みください。 　
◆12月15日(木） 高瀬町((株)ダックス☎72-5467)・豊中町((有)豊中衛生社☎62-2015)・詫間町((有)詫間清掃
　　　　　　　　 ☎83-2419）
◆12月20日(火) 山本町(山本衛生社☎63-2312)・三野町((有)三野津衛生社☎72-1086)・仁尾町((株)アドバン
　　　　　　　　ス☎82-2783)・財田町（財田クリーン☎67-2182)
◆年始は1月4日(水)または1月5日(木)から平常業務となりますので、委託業者にお問い合わせください。

年末年始に水道の開栓・閉栓・名義変更をする人は12月28日(水)までに水道局、市民課または各支所で手続き
をしてください。年始は1月4日(水)から平常業務となります。
◆問い合わせ　水道局監理課（☎62-1133）

高瀬(☎72-5631)、山本(☎63-1041)、三野(☎73-3121)
豊中(☎62-6430)、詫間(☎83-6828)、仁尾(☎56-9565)
財田(☎67-0108)

高瀬町体育館（☎73-3005）、高瀬B&G海洋センター（☎73-4700）、
三野町体育センター（☎73-3111）、豊中町体育館（☎62-1113）、
豊中町トレーニングセンター(☎62-6540)、詫間町体育センター（☎83-4307)、
仁尾町体育センター（☎82-5100）、財田Ｂ＆Ｇ海洋センター(☎67-3721)、
財田町総合運動公園(☎67-3721)
緑ヶ丘総合運動公園(☎72-1500）、山本ふれあい公園(☎63-1041)、
豊中サン・スポーツランド（☎62-6163)

たかせ人権福祉センター(☎72-2501）、上高野文化センター(☎62-2377)、
ふれあいプラザにお(☎82-2607)、前田児童館(☎72-5594)、
上高野児童館(☎62-5463)

12月29日(木)～1月3日(火)
出生・死亡・婚姻など戸籍の届け
出は、本庁および各支所の宿日直
が受け付けます。

本庁(☎73-3000)

図
書
館

図
書
室

山本町生涯学習センター(☎63-1041)、仁尾町文化会館(☎56-9565)
宗吉かわらの里展示館（☎56-2301）、詫間町民俗資料館・考古館(☎83-6858)
マリンウェーブ(☎56-5111)

豊中コミュニティセンター(☎62-5205)
詫間駅前駐輪場(☎83-8082)
西香川病院(☎72-5121)

財田診療所(☎67-3800)

12月28日(水)～1月3日(火)

12月29日(木)～1月3日(火)
12月29日(木)～1月3日(火)

12月31日(土)～1月3日(火)

12月29日(木)～1月3日(火)

12月29日(木)～1月3日(火)

12月28日(水)～1月3日(火)

12月28日(水)～1月4日(水)

12月28日(水)～1月4日(水)
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循
環
型
社
会
に
優
し
い
自
然
と
共
存
す
る
住
宅
を
提
案

株
式
会
社
金
丸
工
務
店（
豊
中
町
）

三
豊
市
中
小
企
業

振
興
基
金
事
業

▼
問
い
合
わ
せ  

政
策
課　

☎
73
・
3
0
1
0

国
の
基
準
よ
り
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
基
準
で
設

計
し
、
国
産
の
自
然
素
材
を
多
く
用
い
、
環

境
評
価
を
し
、
美
し
い
町
並
み
景
観
を
つ
く

る
住
宅
の
こ
と
で
す
。
こ
の
住
宅
を
『
讃
岐

町
家
』
と
名
づ
け
、
普
及
促
進
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

一
昔
前
ま
で
あ
た
り
ま
え
だ
っ
た
「
い
い

も
の
を
作
っ
て
、
き
ち
ん
と
手
入
れ
し
て
、

長
く
大
切
に
使
う
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の

も
と
夢
の
マ
イ
ホ
ー
ム
づ
く
り
を
提
案
す
る

藤
田
社
長
は
「
木
や
土
、
和
紙
な
ど
の
ピ
ュ

ア
な
素
材
を
使
っ
た
自
然
を
楽
し
め
る
家
に

住
む
と
心
も
豊
か
に
な
る
ん
で
す
」
と
夢
い

っ
ぱ
い
の
笑
顔
で
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

「
次
は
、
夏
と
冬
の
太
陽

の
動
き
を
設
計
に
活
か
し
て

空
気
・
熱
の
動
き
を
デ
ザ
イ

ン
し
『
夏
涼
し
く
、
冬
暖
か

い
家
』
を
電
気
を
使
わ
ず
に

自
然
室
温
で
暮
ら
せ
る
住
宅

を
提
案
し
て
い
き
ま
す
」

と
、
み
ん
な
が
快
適
に
暮
ら

せ
る
新
た
な
住
ま
い
を
企
画

し
て
い
ま
す
。

　

生
活
ス
タ
イ
ル
提
案
型
の
注
文
住
宅
を
自

社
で
企
画
・
設
計
す
る
ス
タ
イ
ル
で
地
域
に

密
着
し
て
事
業
展
開
す
る
株
式
会
社
金
丸
工

務
店
。

　

今
回
は
、
同
社
が
所
属
す
る
「
町
の
工
務

店
ネ
ッ
ト
」
が
提
案
す
る
長
期
優
良
住
宅
先

導
事
業
（
国
の
補
助
事
業
）
を
推
進
し
、
販

路
を
開
拓
す
る
た
め
の
販
促
チ
ラ
シ
や
カ
レ

ン
ダ
ー
な
ど
の
グ
ッ
ズ
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

長
期
優
良
住
宅
と
は
、
長
く
住
め
る
よ
う

に
劣
化
対
策
を
施
し
、
耐
震
性
や
バ
リ
ア
フ

リ
ー
、
断
熱
性
能
や
省
エ
ネ
を
考
え
て
設
計

し
た
住
宅
で
す
。
先
導
事
業
で
は
さ
ら
に
、

▲デザイン性と機能性を追求

食
品
残
さ
を
適
量
配
合
し
た
飼
料
を
製
造

有
限
会
社
サ
ン
フ
ー
ズ（
山
本
町
）

連
企
業
か
ら
排
出
さ
れ
る
食
品
残
さ
を
利
用

し
た
高
品
質
の
飼
料
の
製
造
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。

　

焼
却
処
分
さ
れ
て
い
た
食
品
残
さ
を
利
用

す
る
こ
と
で
、
廃
棄
物
を
減
ら
し
、
再
資
源

化
を
図
る
こ
と
で
、
自
然
環
境
を
守
る
こ
と

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
先
進
国
の
中
で
は
日
本
が
飼
料
の

自
給
率
が
一
番
低
く
、
飼
料
の
高
騰
に
よ
り

畜
産
農
家
の
収
益
が
圧
迫
さ
れ
て
い
ま
す
。

飼
料
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
図
る
た
め
に
も
、

輸
入
飼
料
に
食
品
残
さ
を
混
入
し
た
エ
コ
フ

ィ
ー
ド
（
食
品
廃
棄
物
な
ど
を
再
利
用
し
家

畜
の
飼
料
に
す
る
こ
と
）
の
取
り
組
み
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

三
宅
社
長
は
「
何
の
食
品
残
さ
を
使
う
か

に
よ
っ
て
、
飼
料
の
成
分
も
変
わ
り
ま
す
。

畜
産
農
家
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
適
切
な

飼
料
配
分
や
粒
子
の
大
き
さ
を
調
整
し
て
い

き
ま
す
。
そ
し
て
、
栄
養
価
の
高
い
、
よ
り

高
品
質
な
飼
料
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
」
と

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

　

産
業
廃
棄
物
収
集
運
搬
や
飼
料
原
料
の
製

造
を
行
っ
て
い
る
有
限
会
社
サ
ン
フ
ー
ズ
。

特
に
飼
料
原
料
の
製
造
に
力
を
入
れ
て
お

り
、
県
内
の
業
者
か
ら
搬
出
さ
れ
る
パ
ン
の

耳
を
収
集
し
、
粉
砕
・
乾
燥
等
の
処
理
を
し

て
、
家
畜
な
ど
の
飼
料
原
料
を
製
造
し
て
い

ま
す
。

　

今
回
導
入
し
た
機
械
は
、
あ
ら
ゆ
る
食
品

残
さ
を
粉
砕
・
乾
燥
で
き
る
た
め
、
食
品
関▲食品残さを機械に投入し粉砕・乾燥して飼料原料を製造



キャベツの酢味噌和え

学校給食からおすすめメニュー 7

　今が旬の三豊産の野菜や果物を使った
料理のレシピを紹介しています。
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キャベツの酢味噌和えキャベツの酢味噌和え

参加者大募集
！「外国人とのクリスマス交流会」「外国人とのクリスマス交流会」

～国際交流協会の会員になってさまざまな国の人と交流しませんか～

参 加 料 一　般　　　3,000円（※賛助会費・参加料込）
賛助会員　　2,000円　
高校生以下　1,000円　
外国人　　　無料

日 　 時 12月10日（土）午後6時～8時

場 　 所 マリンウェーブ

内 　 容 バイキング・外国人との交流会・クリスマスコンサートなど

定 　 員 200人（要予約・先着順）

申し込み期限 12月7日（水）

※参加には会員登録が必要です。
【平成23年度年会費】個人1,000円

材料（4人分）

作り方

問い合わせ　農業振興課　☎73ー3040

申し込み・問い合わせ　住宅課　☎73ー3045

ギー姉さん
①キャベツは7～8ミリに切りゆでる。
②ちくわは3ミリほどの半月切りにし、から炒りする。
③ごまは炒っておく。
④調味料を合わせて①～③を和える。

①わけぎはよく洗い、3cmほどに切る。
②フライパンに少量の水を入れ、①を
　加えて空炒りする。
③たこは塩ゆでにし、2ｍｍほどにス
　ライス。
④調味料をあわせ②と③を加えて和え
　る。

わけぎ・・・・・
たこ・・・・・・
白味噌・・・・・
ねりからし・・・
酢・・・・・・・
砂糖・・・・・・

1束(180ｇ)
150g
60ｇ
小さじ1/4
大さじ2/3
大さじ3

わけぎ和え

材料（4人分）

作り方
①ニンジン、しいたけは細めのせん切り、ニラは3㎝
　ほどに切る。白菜は太めのざく切り。
②豚ひき肉・ねぎのみじん切り・たまご・しょうが汁・
　塩・でんぷんをよく混ぜて丸め、肉だんごを作る。
③鍋に水を入れ、しいたけ・ニンジンから入れて煮て
　いき、肉だんごを加えてアクをとる。
④③にもどしたはるさめ・もやし・白菜を加えて火を
　通す。
⑤味をととのえて、ニラを入れて仕上げる。

豚ひき肉・・・
干ししいたけ・
塩・・・・・・
たまご・・・・
白菜・・・・・
もやし・・・・ 
中華スープ・・
ガラスープ・・

中ねぎ・・・・
しょうが・・・
でんぷん・・・
はるさめ・・・
ニンジン・・・ 
ニラ・・・・・
濃い口しょうゆ・
水・・・・・・

白菜と肉だんごのスープ

150g
2ｇ
1g
1/2個
200g
40g
3g
20g

10g
3ｇ
小さじ1
20g
40g
25g
大さじ1/2
500cc

しいたけお

三
豊
市
男
女
共
同
参
画
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
が

「
行
政
と
の
意
見
交
換
会
」
を
開
催
！　

　　

三
豊
市
男
女
共
同
参
画
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
は
、
市
内

で
活
動
し
て
い
る
30
の
団
体
が
加
入
し
、
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

加
入
団
体
が
互
い
に
連

携
し
、
情
報
の
共
有
や

交
換
、
発
信
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

10
月
31
日
、「
行
政
と

の
意
見
交
換
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
の

役
員
14
人
が
出
席
し
、

副
市
長
を
は
じ
め
、
4

人
の
部
長
と
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。
テ
ー

マ
は〝
市
民
力
・
地
域
力
〞。

男
女
共
同
参
画
の
視
点

で
「
福
祉
・
教
育
」「
産

業
・
経
済
」「
環
境
」
等

に
つ
い
て
、
活
発
に
意
見
交
換
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
役
員
は
、
各
団
体
で
行
っ
て
い
る
活
動
の
紹
介
を

ま
じ
え
な
が
ら
、
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
こ
と
や
疑
問
に
思
っ
て

い
る
こ
と
、
改
善
し
て
ほ
し
い
こ
と

な
ど
を
熱
心
に
発
表
し
ま
し
た
。

　

今
後
の
市
政
運
営
に
生
か
せ
る
貴

重
な
意
見
交
換
会
に
な
り
ま
し
た
。

申し込み・問い合わせ（財）三豊市国際交流協会　☎56ー5121（火曜・祝日休館）http://www.mitoyo.org/

▲

市 営 住 宅 入 居 者 募 集

○申し込みができる人（次の条件をすべて備えている人）
　①　市内に住所または勤務場所を有する人
　②　同居の親族か、同居しようとする親族がいる人
　　（婚姻の届け出はしていなくても、事実上婚姻関係と同じ事情にある人や婚約者を含む）
　　（注）一定の条件を満たす場合、単身入居も可能。詳しくは住宅課までお問い合わせください。
　③　現に住宅に困窮していることが明らかな人   ④　市町村税等を滞納していない人
　⑤　世帯の月額所得が基準の範囲内であること   ⑥　申込者または同居親族が暴力団員でないこと
○入居の決定方法
　入居者選考委員会により選考し決定
○入居予定時期　
　平成24年1月中旬
○必要書類
　①　申込書・申立書等（住宅課・各支所にあります）
　②　住民票（入居予定者全員）、所得証明書・納税証明書（15歳以上で学生を除く）、その他必要書類
○申し込み方法
　　入居希望者は、12月1日（木）～15日（木）の午前8時30分～午後5時（土・日は除く）までに、必要書類を
　住宅課へ提出してください。なお、受付は申し込み期間のみです。

公

営

住

宅

№

1

2

3

4

5

6

棟号室

Ｃ-301

77

Ｃ-322

Ｄ-334

3-2

103

団 地 名 (所在)
神原団地

（高瀬町下勝間）
勝間団地

（高瀬町下勝間）
西野団地

（詫間町詫間）
西野団地

（詫間町詫間）
曽保団地

（仁尾町曽保）
宮尾団地

（財田町財田中）

住戸階数

3

1・2

3

3

1・2

1・2

17,200円～33,700円

11,800円～23,300円

19,900円～39,000円

20,100円～39,500円

7,600円～14,400円

20,400円～40,000円

間 取 り （構造）
3ＤＫ

（中層耐火3階建）
3Ｋ

（簡易耐火2階建）
3ＤＫ

（中層耐火3階建）
3ＤＫ

（中層耐火3階建）
2ＤＫ

（簡易耐火2階建）
3ＬＤＫ

（耐火2階建）

使　 用　 料

入居する人
の所得に応
じて決定し
ます

野菜たっぷり
で、あったま
るよ！

目
指
せ
男
女
共
同
参
画
社
会

No.23

▼
問
い
合
わ
せ

　

政
策
課　

☎
73
・
3
0
1
0



☆納期限内に納めましょう。
☆市税等の納付は便利な口座振替をご利用ください。

問い合わせ　税務課　☎73－3006▼

税務課からのお知らせ
12月は、固 　 定 　 資 　 産 　 税（第3期分）
　　　　　国民健康保険税(普通徴収)（第6期分）
　　　　　介護保険料 ( 普通徴収 )（　 〃 　）
　　　　　後期高齢者医療保険料(普通徴収)（　 〃 　）の納付月です。

12月26日（月）口座振替日および納期限

32広報 2011年12月2011年12月33 広報

12
月
の

お
知
ら
せ

三
豊
市
メ
ー
ル
配
信

サ
ー
ビ
ス
実
施
中

登
録
は
こ
ち
ら
▼

相　

談

若
者
自
立
支
援
相
談

（
さ
ぬ
き
若
者
サ
ポ
ー
ト

　
　

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
出
張
相
談
）

紙
類
・
布
類
の
持
込
回
収

精
神
保
健
相
談

香
川
求
職
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
出
張
相
談

山
本
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
開
館

10
周
年
記
念
事
業「
来
て
、見
て
、笑
っ
て
!
」

写
真
と
俳
句
作
品
募
集

観
音
寺・三
豊
お
さ
か
な
市
―
2
0
1
1

絵
本
と
あ
そ
び
歌
ラ
イ
ブ

運
動
教
室

統
合
失
調
症
家
族
教
室

弁
護
士
の
多
重
債
務
者
無
料
相
談
会

■
日　

時

　

12
月
25
日
（
日
）
午
前
7
時
〜
9
時

■
場　

所

　

各
支
所
持
込
場
所
（
仁
尾
町
は
仁
尾

　

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
）

■
品　

目

　

新
聞
・
雑
誌
・
段
ボ
ー
ル
・
紙
パ
ッ

　

ク
・
布
類

■
出
し
方

　

紙
類
は
品
目
ご
と
に
紙
ひ
も
で
束
ね
る

　

布
類
は
透
明
ま
た
は
半
透
明
の
袋
に

　

入
れ
る

■
問
い
合
わ
せ

　

環
境
衛
生
課　

☎
73
・
3
0
0
7

　

乳
が
ん
検
診
は
40
歳
、
子
宮
頸
が
ん

検
診
は
20
歳
か
ら
、
2
年
に
1
度
受
診

で
き
ま
す
。
ま
だ
受
診
し
て
い
な
い
人

は
、
12
月
末
ま
で
（
無
料
ク
ー
ポ
ン
対

象
者
は
2
月
末
ま
で
）
に
、
指
定
医
療

機
関
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

　

健
康
課　

☎
73
・
3
0
1
4

■
日　

時

　
12
月
3
日（
土
）
午
前
9
時
〜
午
後
2
時

■
場　

所　

　

た
か
せ
人
権
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

高
瀬
町
前
田
児
童
館

■
内　

容

　

地
域
の
人
や
子
ど
も
た
ち
の
作
品

　

展
示
・
バ
ザ
ー
・
イ
ベ
ン
ト

■
問
い
合
わ
せ

　

た
か
せ
人
権
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

☎
72
・
2
5
0
1

　

高
瀬
町
前
田
児
童
館

　

☎
72
・
5
5
9
4

■
日　

時

　

12
月
17
日
（
土
） 

午
後
1
時
開
演

■
場　

所　

　

マ
リ
ン
ウ
ェ
ー
ブ

■
内　

容

　

合
唱
・
ダ
ン
ス
・
和
太
鼓
な
ど

■
問
い
合
わ
せ

　

三
豊
市
の
歌
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会

　

☎
56
・
5
1
1
1

■
日　

時

　

12
月
4
日
（
日
）

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
3
時

■
場　

所　

　

伊
吹
漁
協
煮
干
集
出
荷
場

■
内　

容

　

活
魚
・
鮮
魚
の
大
即
売
会
な
ど

■
問
い
合
わ
せ

　

三
豊
郡
漁
業
組
合
連
合
会 

　

☎
25
・
3
9
6
3

■
日　

時

　

12
月
17
日
（
土
）

　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

■
場　

所　

　

仁
尾
町
文
化
会
館

■
講　

師

　

藤
本　
と
も
ひ
こ　

氏

■
定　

員　

2
0
0
人

■
申
し
込
み
期
限

　

12
月
9
日
（
金)

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

仁
尾
町
図
書
館　

☎
56
・
9
5
6
5

■
日　

時

　

12
月
18
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

■
場　

所　

　

山
本
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

■
内　

容

　

み
と
よ
少
年
少
女
合
唱
団
、
お
話
し

　

会
、
ア
マ
チ
ュ
ア
落
語
な
ど

■
問
い
合
わ
せ

　

山
本
町
公
民
館　

☎
63
・
1
0
4
1

　

自
分
で
撮
影
し
た
写
真
に
気
持
ち
を

込
め
て
、
俳
句
を
ひ
ね
り
ま
せ
ん
か
。

■
テ
ー
マ　

自
由

■
応
募
期
限　

12
月
22
日
（
木)

■
展
示
場
所

　

財
田
町
公
民
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

■
展
示
期
間　

　

1
月
5
日
（
木
）
〜
29
日
（
日
）

■
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ

　

財
田
町
公
民
館　

☎
67
・
0
1
0
8

■
日　

時

　

12
月
22
日
（
木
）
午
後
1
時
〜
3
時

■
場　

所

　

三
野
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
相　

談

　

1
人
30
分　

4
人
ま
で
（
要
予
約
）

■
申
し
込
み
期
間

　

12
月
8
日
（
木
）
〜
15
日
（
木
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課　

☎
73
・
3
0
1
5

■
日　

時

　

12
月
27
日
（
火
）

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

■
場　

所

　

豊
中
町
保
健
セ
ン
タ
ー

■
相
談
内
容

　

就
職
支
援
相
談

　

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

■
対　

象

　

15
歳
か
ら
お
お
む
ね
39
歳
ま
で
の
人

　

ま
た
は
そ
の
家
族

■
問
い
合
わ
せ

　

商
工
観
光
課　

☎
73
・
3
0
4
2

■
日　

時

　
【
中
高
年
う
つ・認
知
症
相
談
】（
要
予
約
）

　

12
月
5
日
（
月
）
午
前
11
時
〜
正
午

　
【
思
春
期
相
談
】（
要
予
約
）

　

12
月
12
日
（
月
）
午
後
2
時
〜
4
時

　
【
心
の
健
康
相
談
】（
要
予
約
）

　

12
月
28
日
（
水
）
午
後
2
時
〜
4
時

■
場　

所

　

西
讃
保
健
福
祉
事
務
所

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

西
讃
保
健
福
祉
事
務
所

　

☎
25
・
2
0
5
2

■
日　

時

　

12
月
21
日
（
水
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
5
時

■
場　

所 

　

高
瀬
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

■
内　

容 

　

生
活
支
援
策
の
利
用
な
ど

■
問
い
合
わ
せ

　

香
川
求
職
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
0
8
0(

3
9
2
3)

8
6
0
9

■
日　

時

　

12
月
14
日
（
水
）

　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

■
場　

所　

　

西
讃
保
健
福
祉
事
務
所

■
対　

象

　

統
合
失
調
症
の
人
の
家
族

■
内　

容 

　

家
族
の
心
の
健
康
を
考
え
る
ほ
か

■
問
い
合
わ
せ

　

西
讃
保
健
福
祉
事
務
所

　

☎
25
・
2
0
5
2

　
■
日　

時

　

12
月
16
日
（
金
）

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
場　

所

　

高
瀬
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

■
講　

師

　

四
国
学
院
大
学　

片
山　

昭
彦　

氏

■
テ
ー
マ

　

血
糖
値
を
あ
げ
な
い
た
め
に

■
定　

員　

50
人

■
持
参
物　

飲
み
物
な
ど

■
問
い
合
わ
せ

　

健
康
課　

☎
73
・
3
0
1
4

講
座
・
教
室

そ
の
他

乳
が
ん
検
診
・
子
宮
頸
が
ん
検
診

は
12
月
末
ま
で
受
け
ら
れ
ま
す

た
か
せ
人
権
福
祉
セ
ン
タ
ー

高
瀬
町
前
田
児
童
館
文
化
祭

三
豊
市
の
歌
フ
ェ
ス
タ

〜
「
七
宝
の
か
ぜ
」
と
と
も
に
〜

　このたび、次の皆さまより善意のご寄付をいただきま
した。厚くお礼申し上げます。　　　　（敬称略・受付順）

社会福祉協議会へ
財田町
財田町
高瀬町
三野町
財田町

中矢　彰視
松浦まさ子
猪木原清之
芳地　澄夫
島田　文雄

マリンウェーブ　☎56－5111▼ （10月受付分）月受付分）心温まる贈りもの

三豊市の人口 平成23平成23年11月11月1日現在日現在
（　）（　）内は前月比内は前月比

マリンウェーブ情報

※香川県人口移動調査による

高瀬町
財田町
三野町
豊中町

小野　健一
香川　昌生
石井　光信
酒井　　郁

世帯数 世帯（+11）22,885 総人口 （－36）人67,846

さくらんぼの会　　山本町
歌謡会華クラブ　　山本町

1月22日（日）午後2時開演

【全席指定席】S席4,500円　　　　　　　　　A席3,500円
いっこく堂　
栗田けんじ

日 時

料 金

出 演

マリンウェーブ情

1月22日（日

【全席指定席

日 時

料 金

こ
した

社会
中

ウェーブ　☎56－5111

】A席3 500円

マリンウ▼情報

日）午後2時開演

】S席4,500円　A席3 500円

いっこく堂 栗田けんじボイス・イリュージョン

好評販売中

　10月26日、平成22年国勢調査の「人口等基本集計」
が発表され、人口の確定値や男女別、年齢別人口など、
より詳細なデータが明らかになりました。68512は平成
22年10月1日の三豊市の人口です。各種データは「国勢
調査」のホームページをご覧ください。

問い合わせ　政策課　☎73－3010▼

みとよデータ
　　ボックス
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ありがとう、手芸名人のおばあさん

財 田 中 小 学 校
お祭り大好き!!

上 高 瀬 幼 稚 園

　

財
田
中
小
学
校
で
は
、
町
内
に
い
る
名
人

か
ら
竹
細
工
、
ち
ぎ
り
絵
、
茶
道
、
手
芸
な

ど
を
教
え
て
も
ら
い
、
家
族
み
ん
な
で
体
験

し
た
り
、
作
っ
た
り
す
る
行
事
が
あ
り
ま
す
。

三
世
代
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
す
。

　

私
は
手
芸
教
室
を
選
び
、
大
好
き
な
ブ
タ

ウ
サ
ギ
や
ア
イ
ル
ー
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
作
り

に
挑
戦
し
ま
し
た
。「
こ
こ
か
ら
縫
い
始
め

る
と
う
ま
く
い
く
よ
」
と
、
名
人
は
や
さ
し

く
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
ど
ん
ど
ん
縫
っ
て

い
く
と
、
う
す
い
部
分
は
う
ま
く
縫
え
る
の

で
す
が
、
綿
が
入
っ
て
布
が
ふ
く
ら
ん
で
い

る
部
分
は
う
ま
く
で
き
ま
せ
ん
。
名
人
の
様

子
を
見
る
と
、
針
の
先
で
綿
を
押
し
込
み
な

が
ら
上
の
布
と
下
の
布
と
が
ぴ
っ
た
り
と
合

う
よ
う
に
縫
っ
て
お
り
、
と
て
も
て
い
ね
い

で
す
。

　

初
め
て
挑
戦
し
た
マ
ス
コ
ッ
ト
作
り
で
す

が
、
大
す
き
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
マ
ス
コ
ッ

ト
が
完
成
し
た
の
で
大
満
足
で
し
た
。

（
6
年　

川
崎　
優
衣
） 

　

秋
は
上
高
瀬
地
区
の
神
社
で
も
獅
子
舞
の

奉
納
が
行
わ
れ
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
獅

子
舞
が
大
好
き
。
兄
姉
の
太
鼓
の
練
習
に
つ

い
て
行
っ
た
子
ど
も
が
、
覚
え
て
き
た
太
鼓

の
リ
ズ
ム
を
「
ト
ン
チ
キ
、
ト
ン
チ
キ
」
と

口
ず
さ
み
な
が
ら
、
空
き
缶
太
鼓
を
叩
く
と
、

そ
れ
が
だ
ん
だ
ん
と
広
が
っ
て
、
み
ん
な
で

獅
子
舞
ご
っ
こ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

小
さ
な
獅
子
を
1
人
で
つ
か
う
子
ど
も
や
、

大
き
な
獅
子
を
友
達
と
一
緒
に
つ
か
う
子
ど

も
な
ど
、
中
に
は
、
本
当
の
獅
子
の
よ
う
な

動
き
を
し
て
い
る
子
ど
も
も
い
ま
し
た
。
獅

子
を
つ
か
う
楽
し
さ
は
年
齢
に
よ
っ
て
違
う

よ
う
で
す
。
こ
の
よ
う
な
遊
び
を
通
し
て

3
・
4
歳
児
は
5
歳
児
の
ま
ね
を
し
て
、
5

歳
児
は
や
さ
し
く
教
え
た
り
、
接
し
た
り
す

る
こ
と
で
、
か
か
わ
り
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
の
伝
統
行
事
に
参
加
し
、
そ
れ

を
遊
び
に
再
現
し
な
が
ら
、
自
分
の
生
ま
れ

育
っ
た
地
域
に
親
し
み
、
愛
着
心
を
も
っ
た

子
ど
も
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

▲こんなにかわいいマスコットが完成!▲みんなで獅子舞トンチキ…

知的財産・技術相談会
登録商標や企業・技術紹介の相談（要予約）

商工観光課　☎73－3042

日　程 時　間 場　所
9：30～15：00 豊中町保健センター13日(火）

※休日当番医は、都合により変更になることがあります。

休日当番医 歯科

日　程 時　間 場　所

13：00～16：00 西讃農業改良普及センター
20日（火）
21日（水）
22日（木）

対象は、新規就農予定者・就農5年以内の農業者（要予約）
就農相談 担い手育成総合支援協議会事務局　☎62－3075

日　程 時　間 場　所
10:00～11:30 たかせ人権福祉センター 19日（月）

職業相談 たかせ人権福祉センター　☎72－2501 総務課　☎73－3000または各支所行政相談

財田庁舎
豊中町保健センター
三野町社会福祉センター
高瀬町農村環境改善センター
山本庁舎
詫間福祉センター
仁尾庁舎

日　程 時　間 場　所
13:15～16:00
10:00～15:00
13:00～15:00
10:00～15:00
13:00～15:00
13:00～16:00
10:00～15:00

 5日（月）

7日（水）

12日（月）

13日（火）
15日（木）

12月
Dec 

乳幼児健診 子育て支援課　☎73－3016

豊中
三野
豊中
三野
豊中
三野

13日（火）
20日（火）
1日（木）
8日（木）
15日（木）
22日（木）

13:30～13:50

※場所日　程 受付時間対　象
4・10カ月児健診

（平成23年8月生まれ）
（平成23年2月生まれ）

3歳児健診
（平成20年5月生まれ）

1歳6カ月児健診
（平成22年5月生まれ）

※乳幼児健診は子どもの成長・発達を知る節目の時期に実施しています。  
　ぜひ、この機会に受けましょう。

日　程 医療機関名 電話番号市町名
まきの歯科医院
曽川歯科医院
いその歯科クリニック
小林歯科医院

 4日（日）
11日（日）
18日（日）
25日（日）

観音寺市
豊中町
観音寺市
詫間町

23－2848
62－2002
57－1550
83－6333

農事相談 農業委員会　 73－3046
日　程 時　間 場　所

13：30～16：00
財田庁舎
詫間福祉センター
仁尾庁舎

 2日（金）
6日（火）
7日（水）

福祉課　☎73－3015精神デイケア

10:00～11:30

13：30～15：30

日　程 場　所時　間

高瀬町公民館（さくらの会）

詫間福祉センター（みつより会）

 1日（木）
8日（木）
20日（火）

福祉課　☎73－3015こころの健康相談

10:00～11:30
13:00～15:00

日　程 場　所時　間
詫間福祉センター
高瀬町農村環境改善センター　

 2日（金）
26日（月）

休日当番医
日　程 医療機関名 電話番号市町名

しのはら医院
かもだ内科クリニック
橋本病院
西山整形外科医院
高井医院
渡辺ハートクリニック内科
瀬尾医院
国土外科医院
池田外科医院
高室医院
藤田脳神経外科医院
三野小児科医院

4日（日）

11日（日）

18日（日）

23日（金）

25日（日）

31日（土）

山本町
観音寺市
山本町
観音寺市
山本町
観音寺市
仁尾町
観音寺市
豊中町
観音寺市
高瀬町
観音寺市

56－7222
23－4976
63－3311
25－0107
63－2041
23－2022
82－2295
25－0290
62－3151
25－8311
72－1135
25－7788

日　程 時　間 場　所

9：30～11：00

 1日（木）
9日（金）
14日（水）
15日（木）
19日（月）
20日（火）
21日（水）

詫間福祉センター
豊中町保健センター
山本町保健センター
財田町国保高齢者保健福祉支援センター
三野町保健センター
仁尾町福祉会館
高瀬町公民館　

健康相談 健康課　☎73－3014
血圧測定・尿検査・健診結果や生活習慣病予防等の相談

地域包括支援センター　☎73－3017遊ビリテーション

山本町保健センター
財田町国保高齢者保健福祉支援センター
市民交流センター
高瀬町農村環境改善センター
仁尾町文化会館
三野町保健センター
マリンウェーブ
荘内自然休養村センター
二ノ宮地区農業構造改善センター

日　程 時　間 場　所
10:00～11:30
13:30～15:00
10:00～11:30
13:30～15:00
10:00～11:30
10:00～11:30
10:00～11:30
13:30～15:00
10:00～11:30

1日（木）

12日（月）

13日（火）
16日（金）

21日（水）

27日（火）

脳きらり教室 地域包括支援センター　☎73－3017

高瀬町農村環境改善センター　
山本町保健センター
市民交流センター
マリンウェーブ
財田町国保高齢者保健福祉支援センター
仁尾町文化会館
三野町保健センター

日　程 時　間 場　所

13:30～15:00

 6日(火)
9日(金)
13日(火）
14日（水）
16日（金）
20日（火）
21日（水）

仁尾庁舎
三豊市役所
三野町保健センター
財田町国保高齢者保健福祉支援センター
詫間福祉センター
山本町保健センター
豊中庁舎

日　程 時　間 場　所

10：00～11：00

5日（月）
8日（木）
9日（金）
13日（火）
14日（水）
15日（木）
21日（水）

高齢者あんしん相談 地域包括支援センター　☎73－3017
認知症や介護に関すること、成年後見制度や高齢者虐待などの相談

人権相談 人権課　☎73－3008または各支所
日　程 時　間 場　所

10：00～15：00

仁尾庁舎
財田庁舎
山本町農村環境改善センター
豊中町保健センター
詫間福祉センター
高瀬町農村環境改善センター
三野町社会福祉センター

 5日（月）
6日（火）

7日（水）

12日（月）
21日（水）

子育て支援課　☎73－3016児童相談

13：30～15：00
日　程 時　間 ※場　所

豊中27日（火）
◎県の専門員が相談に応じます。◎希望者は前日までに電話でお申し込みください。
※場所　豊中…豊中町保健センター　　三野…三野町保健センター
　　　　高瀬…高瀬地域子育て支援センター

豊中14日（水） ９：４０～１０：00

※場所日　程 受付時間対　象
2～6カ月の乳児と保護者
（希望者は13日（火）までに　
　電話でお申し込みください）

ベビーマッサージ教室 子育て支援課　☎73－3016

高瀬 21日（水） 9:15～9:30

※場所日　程 受付時間対　象
プレママひろば 子育て支援課　☎73－3016

16週以降の妊婦
希望者は7日（火）～前日まで
に電話でお申し込みください。

※12:00～13:00は休憩

健康課　☎73－3014献血

9:30～16:00
日　程 時　間 場　所

三豊市役所27日（火）

高瀬5日（月） 10:00～

※場所日　程 時　間対　象
楽しい歯みがき教室 子育て支援課　☎73－3016

10カ月～3歳（市内在住）の
子どもと保護者 ※申込不要
＊持参物　歯ブラシ、コップ

豊中1月11日
（水） 10：15～10：30

※場所日　程 受付時間対　象
1歳未満児を持つ家族
（希望者は12/15～1/4までに電話で
お申し込みください）　※託児あり

離乳食講習会 子育て支援課　☎73－3016
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～山頂に営まれた集落～
し　う　で　やま い せき

紫雲出山遺跡
　紫雲出山遺跡は、荘内半島にそびえる紫雲出山
の山頂付近に広がる集落遺跡です。昭和59年に県
指定史跡になりました。
　昭和30年から32年にかけて、京都大学考古学研
究室によって発掘調査が実施されました。その際
に、300点を超える石鏃をはじめとした多くの石
器や、他地域でつくられたと考えられる土器など
多種多様な遺物が出土しました。また、昭和63年
に香川大学考古学研究室によって実施された発掘
調査では、竪穴住居跡1基と掘立柱建物跡1基が確
認されました。紫雲出山遺跡は出土した遺物から、
弥生時代中期後半頃(約2100年～2000年前)の遺
跡と考えられています。
　遺跡は標高約350mという高地にあり、眺望がす
ばらしい場所に立地しています。このような立地

の遺跡は、瀬戸内海の島々やその沿岸に点在して
おり、ほぼ同じ時期に出現します。
　これらの遺跡は『高地性集落』と呼ばれていま
す。高地性集落はその立地はもちろんのこと、短
期間しか使用されなかったことや、遺物に偏りが
みられることなどの特異性から、長い間その性格
について議論されてきました。紫雲出山遺跡につ
いては、石鏃が大量に出土したことや見晴らしが
良いことなどから軍事的な遺跡であったという考
えや、さまざまな地域から搬入された遺物が出土
することから交易における一拠点のような役割を
果たしていたという意見など、さまざまな見解が
出されています。
　現在、現地では発掘の際に確認された建物が復
元されており、当時の様子を伺うことができます。

＜生涯学習課＞

▲紫雲出山遠景 ▲復元された住居

　三豊のお土産ってどんなお菓子があるの？ということから
始まった企画「みとよマルシェdeおみや菓子」。
　お土産菓子で三豊を知ってもらい、三豊に来てもらうきっ
かけになればと考えた企画に賛同し、18店舗が出店してく
れました。どの店も三豊市らしさを備えた商品ばかりで、こ
の企画のために新作の商品を作った店もありました。
　それが一つに集まることで、三豊市をアピールする大きな
力となりました。お店の皆さんの協力で、また一つ、三豊市
の良いところを紹介することができました。

せきぞく

たてあなじゅうきょあと ほったてばしらたてものあと

こうちせいしゅうらく
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